マニュアルの巧いかた 


广 ミむしてお使いいただくために- . 

•パソコンをお取り扱いいただくためのを意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

\_ J 


セットアップガイド（本書）^ 

•パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 

• Q & A 集（電源び入らないとき） 

• リカバリー（再セットアップ） 

• 廃棄/譲ミ度 

など 


广 取扱説明書- 

• 電源の入れかた 
• 各部の名前 

• メモ I 」の取り付け/取りはずし 
•パ'ッテ I 」ーパックの交換 
•システム環境の変更とは 
など 


广 オンラインマニュアル- S 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

起動ち法「1章已画面で見るマニュアル」 

•パソコンの基本操作 
• ネットワーク機能 
• 周辺機器の接続 
•パ' ッテ U —で使ラ方法 
• システム環境の変更 

• ノ（ソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 
など 

V _ J 


^リリース情巧- . 

• 本製品を使用するラえでのミ主意事項など 
必ずお読みください。 

国家 r はじめに - 1」 IJ — ス情報について」 

V_ J 
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買つたとをの状態に戻すにはーリカバリーー ...... 35 


1リカバリーとは . 36 

① I 」カバ U — をする前に確認すること . 36 

② I 」カバ U — をはじめる前にしておくこと . 37 

2リカバリー=再セットアップをする . 39 

① い< つかある U カバ U — 方法 . 39 

② 八ードディスクか 6 IJ カバ U — をずる . 40 

③ I 」カバ U —メディアか5 U カバ1」一をずる . 42 

3リカバリーをしたあとは . 46 

① パーティシヨンを変更して1」カバ U -をした場合 . 46 

② Office 製品の再インス I ルとライセンス認証 . 47 

③ バックアップしておいたデータを復元ずる . 47 

4アプリケーシヨンを再インス!ルする . 48 


4章廃棄/譲渡について 


1捨てるとき/人に譲るとき . 已〇 

リカバリー(再セットアップ）チ;！;ツクシート . 已2 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊 
テ『まむしてお使いいただくために』に記載されています。 
ぶ、ずお読みになり、正し<お使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるよラにお手元に 
大切に保管してください。 

本書は、次の決ま0に従って書かれています。 


記号の意味 


A 危険 

"取0扱いを誤った場合、使用者び死 
t または重傷（*1)を負ラことび 
あり、その切迫の度合いび高いこと" 
を术します。 

A 警告 

"取0扱いを誤った場含、使用者び死 
t または重傷（*1)を負ラことび 
想定されること"を示します。 

A 注意 

"取0扱いを誤った場含、使用者び傷 
害（*2)を負うことび想定されるか、 
または物的損書（*3)の発生び想 
定されること"を示します。 


データの消失や、故障、性能低下を 
起こさないために守ってほしい巧容、 
仕様や機能に関して知っておいてほ 
しい巧容を示します。 

ぶ巧メモ 

巧っていると便利な内容をおしまず。 

括立つ操作集 

巧っていると役に立つ操作をおします。 


このマニュアルやほかのマニュアル 
への参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合 

... 厂 1 


ほかのマニュアルへの参照の場含 

…『』 

オンラインマニュアルへの参照の場合 

- () 

オンラインマニュアルには、さまざ 
まな情報び記載されています。 


* ] 重傷とは、失明やけび、やけど（高温•低温)、感電、骨折、 

中妻などで、後遺症び残るものおよび治療に入院-長期の通院 
を要するをのをさします。 


*2 傷害とは、治療に入院•長期の通院を要さない、けび、やけど 
(高温•低温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺットなどにかかわる 
拡大損害をさします。 


用語について ~ t 

本書では、次のよラに定義します。 

システム 

特に説明びない場含は、使用しているオペレーティン 
グシステム（日 S ) を示します。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプ U ケーションソフトウエアを示します。 

Windows 7 

Windows ® 7 Home Premium ^ Windows ® 7 
Starter または Wind 日 ws ® 7 Professi 日 nal を示しま 
す。 

7 Professional 搭載モデル 

Windows ®? Professiona ! を搭載しているモデルを 
术します。 

Microsoft IME 

Microsoft ® Office IME 2010 または Microsoft ® 
IME を示します。 

ドライブ 

パソコン本体搭載の DVD スーパーマルチドライブ〔モ 
デルによっては書き込み機能を禁止しています。)/ 
DVD-ROM & 巳 D - R/RW ドライブ/ DVD-ROM ドラ 
イブ、別売0のか付け DVD ドライブをおします。 J 营載 
しているドライブはモデルによって異なります。 

ドライブ搭載モデル 

ドライブを搭載しているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 201日または 
Microsoft ® Office Home and Business 201 日を 
プレインストールしているモデルを示します。 

無線し AN 機能搭載モデル 

無線 LAN 機能を搭載しているモデルを示します。 

指紋センサー搭載モデル 

指紋センサーを搭載しているモデルを示します。 

東芝ヴービスステーション搭載モデル 

東芝 ヴー ビスステーションを搭載しているモデルを示 
します。 

TPM 搭載モデル 

TPM 機能を搭載しているモデルを示します。 


記載について 

•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目 
びあ0ます。その場合は、「用語について」のモデル分け 
に準じて、「****モデルの場合」「****シリーズ 
のみ」などのよラにミち記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を 
前提に説明しています。 

• アプ U ケーシヨンについては、本製品にプレインス!-一 
ルまたは本体の八ードディスクや付属の CD / DVD から 
インス!ルしたバージョンを使巧することを前提に説 
明しています。 
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•本書では、コント□ールパネルの操作方法について、表 
示方法を「カテゴリ」に設定していることを前提に説明 
しています。 

画面ち上の[表示方法]び r 大きいアイコン」または「ル 
さいアイコン」になっている場合は、「カテゴリ」に切り 
誓えてから操作説明を確認してください。 

• 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、 
実際の表示とは異なる場合びあります。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾 
に長音（一）を適巧しています。画面の表示と異なる場 
含びありますび、読み換えてご使用ください。 


Trademarks 

• Microsoft 、 Windows 、 Aero は、米国 Micros 日 ft 

C 日 「 poration の米国およびその他の国における登録商標 
または商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows 
日 peratin 旨 System です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社）の米国ならびに 
他の国における商標ならびに登録商標です。 

本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標お 
よび登録商標として使用している場含びあります。 


プロセッサ （ CPU ) に関するご注意 

本製品に使われているプ□セッヴ （ CPU ) の処理能力は次 
のよラな条件によって違いび現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプターを接続せずノ くッ テリ ー 駆動にて本製品を使 
用する場合 

•マルチ方ディアダームや特殊効果を含む映儘を本製品に 
てお楽しみの場含 

•本製品を通常の電話回線、わしくはお速度のネットワー 
クに接続して使用する場合 

•複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能 
コンピューターび必要に設計されているデザイン用アプ 
U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場含 
• 気圧び低い高所にて本製品を使用する場合目安として、 
標高1.00日メートル （3,280 フィート）处上をお考え 
<ださい。 

•目まとして、気温日〜3日む（高所の場含2日で）の範囲 
を超えるよラなが気温の状態で本製品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場を、 CPU の処 
理能力が実隙には仕様と異なる場合びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャット 
ダウンする場合びあ0ます。これは、当社び推奨する設定、 
使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、 
お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の 
危険を減5すための通常の保護機能です。なお、このよラ 
にデータの喪失、破損の危険びあ0ますので、必ず定期的 
にデータをか部記録機器にて保存してください。また、プ 
□セツサび最適の処理能力を葬揮するよラ、当社び推奨す 
る状態にて本製品をご使用ください。 


■ 64 ビットプ□セッサに関ずる注意 
日4ビット対応プ□セッサは、目4ビットまたは32ビット 
で動作するよラに最適化されています。 

日4ビット対応プ□セッサは UTF の条件をすべて満たす場合 
に目4ビットで動作します。 

•目4ビット対応の日 S (オペレーティングシステム）びイ 
ンス I -ールされている 

•目4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
•目4ビット対応の BIOS び搭載されている 
•目4ビット対応のデバイスドライバーびインス I ルされ 
てし、る 

• 64 ビット対応のアプリケーシヨンびインス I -ールされて 
いる 

特定のデバイスドライバーおよびアプ U ケーシヨンは日4 
ビットプ□セッサ上で正常に動作しない場合びあります。 
プレインストールされている日 S び、目4ビット対応と明示 
されていない場合、32ビット対応の日 S びプレインストー 
ルされています。 

このほかの使用制限事項につさましては各種説明書をお読 
みください。また、詳細な情報については東芝 PC あんしん 
サポートにお問い合わせください。 


夏作おについて III 

音楽、映像、コンピューター•プ□グラム、データベース 
などは著作権法によ0、その着作者および着作権ちの権利 
び保護されています。こラした著作物を複製することは、 
個人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行ラことびで 
さます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複 
製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の讓渡、ネッ 
トワーク上での配信などを行ラと、「菅作権侵善」 r 着作ち 
人格権侵害」として損書賠償の請求や刑事処罰を受けるこ 
とびあ0ます。本製品を使用して複製などをする場合には、 
著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてください。 


リリース情報について 

「|」リース情報」には、本製品を使用するラえでのを意事項 
などび記述されています。 

必ずお読みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[はじめに]一 
[リリース情報]をクリックする 


[ユーザーアカウント制御]画面について ■ 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示され 
た場含は、そのメッセージを注意して読み、開始した操作 
の内容を確認してか5、画面の指示に従って操作してくだ 
さい。 

パスワードの入力を求め5れた場合は、管理をアカウント 
のパスワードで認証を行ってください。 
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データのバックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にバックアップをとって保をし 
て < ださい。 

バックアップとは八ードディスクやソフトウエアの故障など 
でファイルび使用でさなくなったとさのために、あ5かじめ 
ファイルを記録^ディアなどにコピーしておくことです。 

本製品は次のよラな場を、スリーブ、休止状態び無効になり、 
本体内の記憶内容び変化し、消失するおそれびあります。 
♦誤った使いかたをしたとを 
• 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとを 
•長期間使っていなかったために、バッテリー（バッテリー 
パック、時計用バッテリー）の充電量びなくなったとを 
•故障、修理、バッテ U —交換のとを 
•パ' ッテ U -駆動で使用しているときにバッテリーパック 
を取りはずしたとさ 

•方モリの取り付け/取0はずしをしたとを 

記憶内容の変化/消失については、八ードディスクや記録 
メディアなどに保存した内容の損害については当社はいっ 
さいその責任を負いませんので、あ5かじめご承知ください。 


お願い 

• 本体の八ードディスクにインス I -ールされている、 

または付属の CD / DVD か5インス I ルしたシステム 
( OS ) 、アプリケーション1；(がをインストールした場合の 
動作保証はでさません。 

• Wind 曰 WS 7 Starter 搭載のモデルでは 、 Windows 7 
Home Premium または Windows 7 Pr 日 fessional に搭 
載の一部の機能 （Windows Aero インターフエース、リ 
モート方ディアスト U —ミング、拡張表示など）はご利 
用になれません。 

♦ Wind 日 WS 標準のシステムツールまたは本書に記載して 
いる手順];(がの方法で、パーティションを変更-削除- 
追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊すおそ 
れびあります。 

•本体の八 ー ドディスクにインス!ルされている、ま 
たは付属の CD / DVD か5インス I ルしたシステム 
(日 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ和巧でさます。 

•購入時に定め5れた条件政外で、製品およびソフトウエ 
アの複製もしくはコピーをすることは禁じられています。 
取0扱いにはま意してください。 

• 本製品の画儘データは、本製品上で壁紙に使巧する政外 
の用途を禁じます。 

•八スワー ドを設定した場合は、忘れたとをのために必ず 
パスワードを控えておいてください。パスワードを忘れ 
てしまって、パスワードを解除でをなくなった場合は、 
使用している機種（型番）を確認後、東芝 PC あんしん 
サポートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 

HDD パスワードを忘れてしまった場をは、八ードディス 
クドライブは永久に使用でさなくな0、交換対応となり 
ます。この場合ち有料です。またどち5の場合を、身分 
証明書（お客様自身を確認でをる物）の提示び必要とな 
ります。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のためのノくスワード設定や、 
無線 LAN の暗号化設定などの機能を備えていますび、完 
全なセキュリティ保護を保証するをのではありません。 
セキュ U ティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社 
はいっさいの責任を負いません。 


•指紋認証機能は、正し<お使いいただいた場含でわ、個 
人差により指紋情報びかないなどの理由で、登録-使巧 
びできない場合びあります。 

• 指紋認証機能は、データや八ードウェアの完全な保護を 
保証してはおりません。本機能を利用したことによる、 
いかなる障害、損害に関して、いっさいの責任は負いか 
ねますので、ご了承ください。 

• ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソ 
フトウェアに関する注意事項』、 Windows の セツ ト アツ 
プ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーヴー 
使用許諾契約書をお読みください。 

• アプリケーション起動時に使用許諾書び表示された場合 
は、内容を確認し、同意して<ださい。使用許諾書に同 
意しないと、アプ U ケーションを使用することはできま 
せん。一部のアプリケーションでは、一度使用許諾書に 
同意すると、政降起動時に使用許諾書び表示されなくな 
ります。リカバリーを巧った場含には再び使用許諾書び 
表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管し 
て < ださし、。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ5かじめ巧って 

いただくよラお願いしてお0ます。当社ホームページで登 

録でさます。 

詳細について《オンラインマ ニ ュアル〉〉 


擇境依巧义ぞについて 

環境依存文字とは、入力した文字を漢字へ変換するとさに 
表示される候補のち側に「環境依存艾字」または r 環境依 
存文字 (Unicode) J と表示されるものです。 


聖 


1 

2 

1 

1 

拌]数す 

[を撒字 

3 

① 

巧巧化巧文字 

4 

I 

巧巧®巧文宇 

5 

i 

巧巧®巧文宇 

6 

7 

青 

» 

■W 


(表示例) 


ユーザーアカウント名やフオルダー名に環境依を文字び含 
まれていると、ファイルの読み込みや保をなどび正常に動 
作しないことびあります。 

ファイル名やファイル内の文字列に環境依を文字び含まれ 
ていると、ファイル名び「？」などのよラに正しく表示され 
ず、正常に動作しないことびあります。 

また、アプ U ケーシヨン上でファイルの續集中に入力した 
文字列に環境依存文字び含まれていると、作成したファイ 
ル上で正しく表示されないことびあります。 

このよラな場含には、環境依を文字を含まない文字列に変 
要してください。 

CD / DVD などの記録メディアにデータを書き込むとさは、 
環境依を文字び含まれていないことをあ5かじめ確認して 
か5作業を巧ってください。 
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パソコンの 準備 —七ットアップー 


CT<rT< ^ 


この章では、 Windows のセットアッス電源の切 
りかた、ほかのマニュアルなどについて説明してい 
まず。 


1 

使ラ前に確認ずる 

8 

2 

最適な場所で使ラ 

9 

3 

Windows セットアップ 

10 

4 

使い終わった5 

17 

已 

画面で見るマニュアル 

20 

6 

リカバリーメディアを作る 

21 














巧う前に確認する 


m 箱を開けた S まずはこれか5 - 

■箱の中身の確認 ■ 

『dynabook * * ホ* (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して、付属品びそろっているか、確認してく 
ださい。足0ない物びある場合や、破損している物びある場をは、東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

東芝 PC あんしんサポート『東芝 PC サポートのご案内』 

■型番と製造番号を確認 ■ 

パソコン本体の裏面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されていることを確認してくださし、。 
番号び違ラ場合や、不備びあった場含は、東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

識位圍こコ L に IT 臟麵書』 

[21 ちれずに巧つてください - - 

■はじめに ■ 

ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウェアに関するま意事項』、 Windows のセットアップ時に表示 
されるライセンス条項およびエンドユーヴー使用許諾契約書をお読みください。 

■保証書は大切に保管 ■ 

故障やトラブルび起こった場含、保証書びあれば保証期間中（保証期間については保証書を確認 
してください）は東芝の無料修理サービスび受けられます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管してください。 


本115•由巧のホ•磐 si：；ct る！ FK な CHE 月に£、口;巧占した g 
を' * 面の1*樹»9思むに由じで， IBWgl? モ石打巧るむので T. 



■海外保証を受けるには ■ 

海がで使用するときは「海が保証（制限付)」 （ ILW : lnte「mtional Limited Warranty ) により、海外の所定の地域で、保 
証書に記載の無料修理規定および制限事項-ま意事項の範囲内で修理サービスをが用でさます。 

が用ち法、保証の詳細は『東芝 PC サポートのご案内』の記載内容および保証書に記載の無料修理規定を読んで、確認して 
<ださい。 


■ Product Key は大切に保管 ■ 

本製品には、パソコン用基本ソフト （ OS ) としてマイク□ソフト社製の Windows び用意されています。この Windows に 
それぞれ割り当て5れている管理番号を 「Product Key 」 といいます。 

Product Key はパソコン本体裏面に貼5れている Microsoft ®® |" Certificate が Authenticity 」 というラベルに印刷さ 
れています。 

このラベルは絶対になくさないようにしてください。再発行はできません。 

紛失した場を、マイク□ソフト社か5の保守サービスび受け5れなくな0ます。 



























最適な場巧で巧 5 



m パソコンに最適な環境とは- ~ 

人間にとって住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにわ最適な環境です。 

次の点にま意して置さ場所、使ラ場所を決めてください。 

• 安定した場所に置をましょラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちた0倒れたりするおそれびあ0、故障やけびにつなびります。 

♦温度や湿度び高いところは避けましょラ。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよ < ありません。 

• 強い磁気を発するちのの近くで使用しないでください。 

磁石はわちろん、スピーカー、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットなどをパソコンを使用するとを 
ははずすよラにしましょラ。 

• 照明や曰光びあたる位置わ考慮しましょラ。 

照明や曰光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づ5くなります。 

•ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障書を引さ起こすことがあ0ます。 

• 無線通信装置か5離して < ださい。 

携帯電話わ無線通信装置の一種です。 

•パソコンの通風孔をふさびないように置きましょう。 

通風孔はパソコン本体内部の熱をが部に逃びすためのわのです。ふさぐと、パソコン本体内部び高温となるため、本来の 
性能を発揮でをない原因や故障の原因とな0ます。 


バソ n ン Q 準備—セットアップ— 
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_J 

Windows セットァップ 


初めて電源を入れたとをは、 Windows のセットアップを巧ラぶ、要びあります。 

Windows のセットアップは、パソコンを使えるようにするために必要な操作です。 

作業を始める前に、付属の冊テ『安むしてお使いいただくために』を必ず読んでください。特に電源コードや AC アダプター 
の取0扱いについて、ま意事項を守ってください。 

セットアップをするときのま意 

■周辺機器は接続しないで < ださい ■ 

•セットアップは AC アダプターと電源コードのみを接続して巧います。 

セットアップび完了するまでは、プリンター、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しないでくださし、。 

■途中で電源を切 S ないで<ださい ■ 

•セツトアップの途中で電源スイッチを巧したり電源コードを抜くと、故障や起動でさない原因になり、修理び必要となる 
ことがあ0ます。 


■操作は時間をあけないでください ■ 

•セットアップ中にキーボードの操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けてください。 

しば5くタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあります。これは省電 
力機能び動作したためで、故障ではありません。もラー度表示するには、 ( SH 1 F て !キーを押すか、タッチパッドをさわつ 
て < ださし、。 

巧円!戸0 キーやタッチパッドでは復帰せず 、 Power LED び点滅または消灯している場合は、電源スイッチを巧してくだ 
さい。 

■無線 LAN 機能を日 N にしてください ■ 

•無線 LAN 機能搭載モデルの場合、 Wind 日 WS セットアップを始める前にワイヤレスコミュニケーション LED び点灯して 
いることを確認してください。 

ワイヤレスコミュニケーションスイッチ搭載モデルは、ワイヤレスコミュニケーションスイッチび日 n 側にスライドされ 
ていることを確認してください。 
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3 Windows セットアップ 



電源コードと AC アダプターを接続し、電源を入れてください。接続方法は『取扱説明書』を参照してくださし、。 
パソコンび起動したら、日 S のタイプを選択する画面または [ Windows のセットアッス画面び表示されます。 


ぶ3 メモ 

• [ Windows のセットアップ]画面び表示されるまで、しば日く時間びかかります。また、モデルによっては必要なアプ U 
ケーシヨンをインストールしているメッセージ画面び表示される場含びありますび、この間に 絶巧に電源を切5ないよう 
にしてください。 

• Windows のセットアップび完了するまで、音量の調節はでさません。 


役立つ操作集 



□□ OS のタイプを選択する画面び表示をれた場を 

* [ Windows のセットアップ]画面が表示された場合は、「本項2 Windows 7のセットアップ」に進んでください。 
Windows 7の日 S のタイプ （32 ビット版と目4ビット版）を選択します。 

使い慣れたソフトや周辺機器を活用でさる32ビット版、対応しているアプリケーションを使えばより高いパフォーマンス 
を発揮でをる目4ビット版、それぞれ目的に応じて選択してください。 

本製品には、あ5かじめ Windows 7 32ビット版びインス!ルされています。 

Windows 7目4ビット版を選択した場をは、インス!ルび必要になりますので、セットアップ開始までに約2〜在已時 
間かか0ます。 

パソコンび起動すると、日 S のタイプを選択する画面び表示されます。 

1 インス!ルずる OS タイプの左にある广をクリックずる 

32ビット版のとをは [ Wind 日 WS 7 32ビットバージョン]を、目4ビット版のときは [Windows 7日4ビットバー 
ジョン]をク U ックして<ださい。 

广をク U ックするとになります。 

2 [次へ]ボタンをクリックずる 

■ Windows 7 32ビット版を選択した場合 
終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをク U ックし、続けて r 本項2 Windows 7のセットアッスに進んでください。 

■ Windows 7邑4ビット版を選択した場合 
メッセージ画面び表示されます。 

巧章2-霞八ードディスクか5リカバリーをする」の手順41；(降の操作を巧ってください。 


11 


パソ n ンの準備—セットアップ— 



















の Windows 7のセットアップ 

セットアップには約]日〜2日分かかります。 

1[国または地域]欄に「日本」と表示されていることを確認し、[次へ]ボタンをクリックずる 

ユーヴー名とコンピューター名を入力する画面び表示されまず。 

複数のユーヴーび1台のパソコンを別々に使用することびでさます。 

そのとき、使用するユーヴーによって違う環境で Windows を起動できるので、 Windows 起動時にどのユーヴーび使 
用するのかを識別する必要びあります。そのために、複数のユーヴーび使用する場合は、ユーヴーそれぞれを区別する 
ための名前を登録します。 

次の手順で入力するユーヴー名は、管理者ユーヴーを登録するためのものです。 

管理ちユーヴーとは、複数のユーヴーでパソコンを使用する場合、全体を管理して、ほかのユーヴーに使用制限を設定 
した0でさるユーヴーです。 

管理ち政がのユーヴーは、 Windows のセットアップ後に登録できます。 

2ユーザー名を入力ずる 

[ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理者ユーヴーの名前を入力してください。 

ユーザーるは、半角巧数字で入力ずることをおずずめしまず。 

[ dynabookj と入力するときは、キーポードで ( US 面]应と巧します。 

■ ユーザー名に使えないで字 

ユーヴー名を入力するとさ、次の艾字を使用しないでください。 

CON 、 PRN 、 AUX 、 NUL 、 COM ]、 C 日 M 2、 C 日 M 3、 COM 4. C 日 M 己、 C 日 M 目、仁日 M 7、 C 日 MS 、 C 日 M 目、 
LPTK LPT 2、 LPT 3、 LPT 4、 LPT 曰、 LPT 目、 LPT 7、 LPT 8、 LPT 9、 @ 

■ キーを巧しても表示されないときは 

キーを巧しても文字び表示されない場含は、入力欄に「 I 」び点滅しなび5表示されていることを確認してください。 
「 I 」はカーソルといい、表示されている位置から文字を入力でをまず。表示されていないとをは、[ユーヴー名を 
入力してください]の下の欄をク I 」ックしてください。 

■ 入力を間違えたとさは 

•力ーソルの左側の文字を削除ずる： [ BACKSPACE 片 一を巧す 
•カーソルのち側の文字を削除ずる： [ DEL ) キーを巧す 
力ーソルを左もに動かずには、(卜1キーまたは[->1キーを巧します。 

3コンピューター名を入力ずる 

コンピューターに名前をつけるのは、使用するパソコンをほかのパソコンと区別ずるためでず。ネットワークに接続す 
る場含は、必ず設定してください。 

[コンピューター名を入力してください]と書いてある下の欄に、半角英数字で任意の艾字列を入力してください。 

半角英数字む州ホ使用しないでください。また、同じネットワークに接続するコンピューターとは別の名前にしてくだ 
さレ。 

4 [次へ]ボタンをクリックずる 

[ユーヴーアカウントのパスワードを設定します]画面び表示されます。 

5パスワードを入力ずる 



•パスワードを忘れると、 Windows を起動するためには、「リカバリー」という、購入時の状態に戻す処理をするしか、で 
法びなくなってしまいます。その場含、購入後にパソコンに保存したデータやアプ U ケーシヨンなどはすべて消失するの 
で、パスワードは忘れないよラにしてください。 


[パスワードを入力してください]と書いてある下の欄に、 Windows □グオンパスワードとして設定したい艾字を入 
力して < ださい。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で127艾字まで設定でをますび、8文:字！;(上で設定することをおすすめし 
ます。英字の場合、大文字とルで字は区別されます。 

Windows □グオンパスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むことちでをますび、セキュリティ上、設定する 
ことを強<おすすめします。 

入力した文字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはできません。入力し間違えてち画面では 
わか5ないので、気をつけて入力して<ださい。 
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3 Windows セットアップ 


6 パスワードをもう一度入力ずる 

[パスワードをもう一度入力してください]と書いてある下の欄に、手順已で入力した Windows □グオンパスワードを、 
もラー度入力してくださし、。 

7 パスワードのヒントを入力ずる 

設定した Windows □グオンパスワードを忘れてしまったときのために、ヒントを入力しておいて、パスワード入力画 
面で表示させることびできます。 

[パスワードのヒントの入力]と書いてある下の欄に、それを読めば自分だけはパスワードを思い出せるよラなヒント 
を入力して < ださい。 

8 [次へ]ボタンをクリックずる 

[ライセンス条項をお読みになってください]画面び表示されまず。 

9 マイク□ソフトと東芝のライセンス条項の内容を確認し、それぞれの[ライセンス条項に同意しまず]の 
左にある□をクリックずる 

ライセンス条項に同意しないと、セットアップを続行することはでさず、 Windows やコンピューターを使用すること 
はできません。 

表示されている条項文の続きを表示するには、画面のち側にある ▼ ボタンをクリックします。 

10[次へ]ボタンをクリックずる 

[コンピューターの保護と Windows の機能の向上び自動的に行われるように設定してください]画面び表示されます。 

11 [推奨設定を使用しまず]をクリックする 

[日付と時刻の設定を確認します]画面び表示されます。 

12 曰付と時刻を確認ずる 

コンピューターの内蔵時計の日付と時刻び合っているかどうか確認し、合っていない場合は、正しい内容に設定してく 
ださい。 

[タイムゾーン]は、欄のちにある▼をクリックして、表示された地名から r 大阪、札幌、東京」をク U ックしてください。 
年-月の左ちにあるイまたは ► をクリックすると、月ごとに順に表示び切り誓わります。 

年■月を合わせてか5、該当する曰をクリックしてください。 

時刻表示のちにある ▲ または ▼ をク U ックすると、順に数字び切り誓わります。 

変更したい時/分/秒をク U ックしてか5 ▲ または ▼ をク1」ックしてくださし、。 

ぶ3 メモ 

• 曰付と時刻び含っていないと、本製品に用意されているウイルスチェックソフトなどの使用期限のあるアプ U ケーション 
では、アプリケーションの設定禮から適用される使用期限などび、正しく計測されないことがあ0ます。そのため、この 
時点で、日付と時刻び合っていることを必ず確認してください。 

• 日付と時刻は Windows セットアップ終了後に設定することもできます。 

日付と時刻の設定 『 Windows ヘルプとサポート』 

13 [次へ]ボタンをクリックずる 

[ワイヤレスネットワークへの接続]画面び表示された場含は、手順14に進んでください。 

[ Windows で設定の最終処理を実行しています]画面び表示された場含は、手順1已に進んでください。 

14無線 LAN の設定を省略ずるので、[スキップ]ボタンをクリックずる 

無線 LAN 機能を使ったネットワークへの接続は、セットアップ完了後に巧えるので、ここでは省略した場をについて 
説明します。 

15 ユーザーの設定が準備される 

Windows セットアップび終了すると、]ンピューター内にユーヴーの設定び巧意されます。 

モデルによっては、作業を完了するためにシステムび再起動します。 

しばらくお待ちください。 

パスワード入力画面び表示された場合は、 Windows □グオンパスワードを入力し 、 〔 ENTER ] キーを押してください。 
Windows び起動しまず。 

東ちサービスステーション搭載モデルで、「ま芝サービスステーション」のメッセージび表おされた場合は、「本項-3 
「東芝サービスステーシヨン」について」を参照してください。 
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バソ n ン Q 準備—セットアップ— 







ぶるメモ 

• しば5くタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあります。これは省電 
力機能び動作したためで、故障ではありません。もラー度表示するには、 ( shifTI キーを押すか、タッチパッドをさわつ 
て < ださし、。 

に HIFTI キーやタッチパッドでは復帰せず 、 Power LED び点滅または消灯している場含は、電源スイッチを巧してくだ 
さい。 

•パソコンを起動するときに流れる Windows の起動音びまれに途切れる場合がありますび、故障ではありません。 

役立つ操作集 

f "N 

曰付と時刻の確認 

日付と時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。 

正しく設定されているかどラか確認してください。 

正しく設定されていない場含は、 『 Windows ヘルプとサポート』を確認して設定してください。 

Vs _ J 


1 Windows 7でわか5ない操作びあつたとを _ 

Windows 7の使いかたについ口ま、[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプとサポート]をクリックして、 『 Windows へ 
ルプとサポート』を参照してください。 

Windows 7の最新情報は次のホームページか5確認でさます。 


• Windows 7について 

URL : http :// www . microsoft . com / japan / winclows / clefault.mspx 

1 Windows セットアップが終了した 5 _ 

Windows セットアップび終了したら、次の操作を巧っておくことをおすすめします。 

• Windows を最新の状態にずる 

[Windows Update 」 で更新プ□グラムをインス!ルしてください。 

「Windows Update 」 について 『 Windows ヘルプとヴポート』 

• リカバリーメディアを作成する 
U カバ1」一^ディアを作成しておくことをおすすめします。 

U カバ U - メディアでは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入の状態に復元 （ U カバ U -) することびでをます。 

U カバ U - メディアの作成について体章已 IJ カバ IJ - メディアを作る」 

なお、1」カバ1」ーメディアを使って実際に IJ カバ1」一を行5とさは、操作の流れをよくご確認ください。 

リカバ1」一について「3章買ったときの巧態に戻すには」 

I ドメインに接続する _ 

• 7 Professional 搭載モデルの場合 

企業内など、ある]つにまとまったネットワークをドメインと呼びます。 

ここでは、本製品をド方インに接続する設定方法を説明します。 

ド方インのユーザー名やパスワードなど、詳しい設定ち法びわか5ない場をはネットワーク管理ちにお問い合わせください。 
本製品を複数のユーヴーで使用している場含は Administrator と呼ばれる管理者のユーザーに切り醬えてから設定を巧って 
ください。 

1 [スタート]ボタン（@)一 [コント□ールパネル]をクリックずる 

2 システムとセキュリティ]をクリックずる 

3 [システム]をクリックずる 
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3 Windows セットアップ 


4 [システムの詳細設定]をクリックずる 

[システムのプ□パティ]画面び表示されます。 

5 [コンピューター名]タブで[変更]ボタンをク U ックする 

6 [ドメイン]をチェックしてか6接続ずるドメインの名前を入力し、 [ OK ] ボタンをクリックずる 
7 ドメインの[ユーザー名]と[パスワード]を入力し、 [ OK ] ボタンをク U ックずる 

8 [ OK ] ボタンをクリックずる 

9 [ OK ] ボタンをクリックずる 

バソコンを再起動してください。 


[3： r まを サー ビスステーシヨン J について 

* ま 芝ヴービスステーション 搭載 モデルのみ 

r 東芝サービスステーション」は、ソフトウエアのアップデートや重要なお知5せを自動的に提供ずるためのソフトウエア 
です。 

このソフトウエアは本製品の識別情報などを当社のサー(一へ送信します。 

使用できるように設定する前に、詳しい内容を説明した使用許諾書び表示されまずので、よくお読みください。 

ぶるメモ 

•「東芝サービスステーション」を使巧するには、インターネットに接続できる環境び必要です。 

•「東芝サービスステーション」は、本製品に用意されているアプ U ケーション、ユーティリティ、ドライバーや BIOS ® 
うち、一部についてアップデートをお知日せします。 「 dynab 日日 k . com」、[Microsoft Update ] などのサイトにアクセ 
スし、よくあるご質問 ( FAQ ) やウイルス•セキュ U ティ情報などとあわせてご利用ください。 

ンス I ル方ミち 


* インス I ルされていないモデルのみ 

r 東芝サービスステーション」び、晴入時の状態ではインストールされていないモデルの場合は、巧の手順でインス!ル 
してくださしん 

1 [スタート]ボタン （©) 一 [ずべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再インス!-―ル]をクリッ 
クずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [ユーティリティ]タブまたは[ま芝ユーティリティ]タブをクリックずる 

4 画面を側の [TOSHIBA Service Station ] または[まミサービスステーション]をク U ックし、[博ミサー 
ビスステー ション」 のセットアップ]をク U ックずる 

5 画面の指示に従ってインス!ルずる 

[ファイルのダウン□—ド]画面び表おされた場合は、[実行]ボタンをク U ックしてください。 
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I 設定方法 _ 

r 東芝サービスステーション」を使用でをるように設定する方法は、次のとおりです。 

1 パソコン起動後、しば6くしてか6通知領域に表おされるメッセージを確認ずる 

メッセージ「東芝か5重要なお知5せびあります。ココを確認してください。」び表示されるので、この^ッセージを 
クリックしてください。 

または、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーテイ U テイ]一[サービス 
ステーション]をク U ックしてくださし、。 

初めて起動したときは、本ソフトウェアに関する詳しい説明（使用許諾書）び表示されます。 

2 内容を確認し、[同意ずる]ボタンをクリックずる 


ち云ヴービスステーシヨン 


ま芝サ-ピスステーンヨンの巧捕午!丢害 

東ミサーりステーン3>化:利厢こ械クて ‘ 

姑： 

本ソフ朽エアは、わ客おの]ンビユ-夕-じ当社じよってプ W ンストルされをリフ hOl アの巧け |s| 

デ-卜、あるいは、わち端の〕ンビユ-$イヴ巧る当化が)のス切ながあせを、自制う【こなま 
すが《巧モか冉しまが?り期巧定では3旧ごと(巧をそ巧います。なま面巧は当なのサ 
け巧モ(こが巧 E される巧をがが)ます)。このまおびち細こね巧す t 本リフトウ iP は、上 
臣がが#こモデルもをを视器敵||杏を山山 D)、 言語’语船製话#を、 PC な入なの焉 
巧が||巧肚日が0な扣トジむ、巧ヴデ-卜、大切なわならせの表示巧ほ、アクブテ’一 h® 

タウンロ-ド届田、のプデ-卜か f ンスト-ルおおなどのシステムに聞朽を本'芭贿も当なの 
サ-ミ城うに掛含します。本のトウ巧じよりわ客樓の恼人倘防巧なこ11炼することは 
ホ化せんルミ吉わ客梯き録やはず巧巧などにより当化こわさ測さ巧ちこ沒佛•々だいている 
巧を(こは、当社よ口ち'ち辖ヘス切なち巧らなをが D すると至がある巧合や、サ—むサボートの 
巧上のた府こ、それみ則き SB ヒ賠さする巧さがあります。け;‘主） 

システム’店巧のも'巧り巧パ:ついて： 

a けのサ ーK—r;S5M きかけ■，—れら价■。モレ店がは. 7->3■モィ'/巧たが前的わサボー、巧供卜. - 

(l 同意する |1 1 间ましません1 

[7 ~^ [ 日谢こ再度き示します 1 


使用許諸書に同意すると、 L 处降は、ソフトウェアのアップデートや当社か5のお知5せを検出する機能び、パソコンを 
起動すると自動的に動作します。 

I 使用方ま _ 

■ソフトウェアのアップデートがある場合 ■ 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨン、ユーティリティ、ドライバーや BI 日 S にアップデートびあることを検知すると、 
ッセージ「 X 件の新しいソフトウェアのアップデート（更新）びあります。」び表示されます。 

^ッセージを確認し、画面の指示に従って操作してください。 

■本製品に巧ずるお知 S せがある場合 ■ 

本製品に対する当社からのお知らせび準備されたことを検出すると、方ッセージ「 X 件の新しいお知5せびあります。」び 
表示されます。 

メッセージを確認し、画面の指示に従って操作してください。 

手動で、ソフトウェアのアップデート、またはお知5せを確認したい場をは、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ 
□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティ U ティ]一[サービスステーシヨン]をクリックし、[すべてのアップデートを 
確認]ボタンをク U ックしてください。 
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巧い終わった s 


パソコンを使い終わったとさ、電源を完全に切る「シャットダウン」を巧ってください。中断するとさは、それまでの作業 
を方モ U に保をして一時的に中断する「スリープ」といラ方法びあ0ます。 



A 警告 


•電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 
パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場含は、無線機能を無効に設 
定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機器に影響をちえることびあります。 

-無線機能は、機種によってワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチまたは [ FNj +[ F 8 j キーで無効にすることびでさ 
ます。ワイヤレス]ミュニケーシヨンスイッチまたは tFN )+1 F 8] キーで無線機能を日 FF に設定し、ワイヤレスコ 
ミュニケーシヨン LED び消灯しているのを確認してください。 

-ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げたり、ほかのシステムに影響 
を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に起動するよラな設定のソフトウエアの場合は、あ5かじめ設定を無効に 
(解除）してください。 


①電源を切る 


パソコンを使わないとさは、ス U —プではなく電源を切ってください。 
間違った操作を行ラと、故障した0大切なデータを失ラおそれびあります。 




電源を切る前に 


>必要なデータは必ず保をしてください。保をされていないデータは消失します。 

>起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

>八ードディスクドライブや方ディアへのアクセス中、ディスクトレイ LED の点巧中は、電源を切5ないでください 。デー 
夕び消失するおそれびあります。 


電源を切るには、次のよラに操作してくださし、。 

1[スタート]ボタンをクリックずる 


© @ 3な 


2 [シャットダウン]をクリックずる 

司卜•'心:*弓 


すべてのプ□クラム 



[プロクラムとフアイ J レの巧ち 


4ヴ. 


m 


Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソ]ン本体の電源び切れると 、 Power LED び消灯しまず。 




電源を切ったあとは 


>パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切ってください。 
>ディスプレイは静かに閉じてくださし ' i 。 強く閉じると衝擊でパソコン本体び故障する場含びあります。 

>パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 
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■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにちラー度起動することを「再起動」といいます。パソコンの設定を変えたとをやパソコ 
ンびスムーズに動かなくなってしまったとをなどに行いまず。 

再起動するには、次のように操作してくださし、。 

①[スタート]ボタン（@)をクリックし、@をクリックずる 
霞表示されたメニューか5 [再起動]をクリックずる 


②スリープにする 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「スリーフ」にしましょう。次に電源スイッチを押したときに、すばやく中 
断したとさの状態を再現することができます。 

ス U —プ中はバッテ U —を消属しますので、 AC アダプターを取0付けておくことを推奨します。作業を中断している間に 
バッテ U - の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プでは保存されていないデータは消失します。 

八イブリッドスリープ r 本項2ス U — プ機能を強化する」 

なお数日しソ上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合けモ U の取り付け/取0はずしや、 
バッテ1」ーパックの取り付け/取0はずしなど）は、ス U —プではなく、必ず電源を切ってください。 


□□ スリープの実行方法 


1[スタート]ボタンをクリックずる 

I 勵 @ ^ m 

2 @ボタンをクリックし①、表示されたメニューか5 [ス U - プ]をク U ックする② 



誓'巧好つな 


[2： ス y - プ機能を強化する 


通南のス1」ープのほかに「ノ V イプ U ッドス IJ - プ」とい5機能び用意されています。 

バソコンの使用を中断したとさ、それまでの作業をメモ IJ に保存するス1」ープに対して、八イブ IJ ッドス U —プはメモ U 
と八ードディスクの両方に保存します。 

作業を中断している間にバッテ U — の残量びかなくなった場合などは、通常のス U — プでは保をされていないデータは消失 
します。八イブ U ッドス U —プを有効にしておくと、八ードディスクか5作業内容を復元でさます。 

八イプ U ッドス U - プを有効にしている状態でス U - プを実行すると、八イブ1」ッドスリープとして機能します。この場 
合は、ス U —プを実行してか日ス U — プ状態になるまでの時間び長くなります。 

またス U —プを実巧してか5—定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにわ設定できます。 


休止状態に移行する設定について本項の r 役立つ操作集」 


八イブリッドス U —プを有効にするには、次の手順で設定してください。 

1[スタート]ボタン（@)一 [コント□ールパネル]をクリックずる 

2 [ノ v — ドウエアとサウンド]一[電源オプション]をクリックし、選択している電源プランの[プラン設 
定の変更]をクリックずる 

[プラン設定の変更]は、各電源プランのち端に表示されていまず。選択している電源プランの[プラン設定の変更] 
をクリックしてください。 

八イブリッドス U —プの設定は、電源プランごとに必要です。 

[プラン設定の編集]画面び表示されます。 
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4 使い終わった 5 


3 [詳細な電源設定の変更]をク U ックする 

[詳細設定]画面び表示されます。 

4 [ス U - プ]をダブルクリックし①、表示される項目か6 [八イブ U ッドスリープを許可する]をダブル 
クリックずる ② 



5 八イブリッドスリープを ON にしたい項目（[パ'ッテ U 駆動]/[電源に接続])をクリックずる 

[バッテ U 駆動]:バッテ IJ 一駆動時の、八イブ1」ッドス U - プ機能の ON / OFF を設定できます。 

[電源に接続]:電源に接続しているときの、ハイブリッドスリープ機能の ON / OFF を設定できます。 

6 項目の横に表示された三をク U ックし①、表示されたメニューか日[オン]をクリックずる③ 



の 

I ③ 


7 [0 K ] ボタンをクリックずる 

これで八イブ U ッドス IJ ープを有効にする設定は完了です。 

この状態でス U —プを実行ずると、ハイブリッドス1」ープとして機能しまず。 

\^5役立つ操作集 

f "N 

一定時間の経過後、休止状態にする 

スリープを実行してか5—定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラ設定できます。 

[詳細設定]画面で[次の時間び経過後休止状態にする]をダブルクリックし、表示された項目を選択して▲▼で時間 
を設定してください。 

スリープを実行してから設定した時間び経過すると、自動的に休止状態に移行します。 

休止状態 『Windows ヘルプとヴポート』 

V J 
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画面で見るマニュァル 


Windows び起動しているときに、《オンラインマニュアル》をパソコン画面上で見ることびでをます。 
《オンラインマニュアル》には、本製品の使用方法についての説明びより多く記載されています。 

次のように操作すると 、 [Adobe Reader ] び起動し、《オンラインマニュアル》び表示されます。 

初めて [Adobe Reader 」 を起動したときは、[使巧許詰契約書]画面び表示されます。契約内容をお読みのラえ、[同意する] 
ボタンをク U ックしてください。[同意する]ボタンをク U ックしないと 、 「Adobe Reader 」 をご使用になれません。また、 
《オンラインマニュアル》を見ることはできません。 

I 起動方ま _ 

1デスクトップ上の[オンラインマニュアル]アイコン（お）をダブルクリックずる 

《オンラインマニュアル》び起動します。 

ぶろメモ 

•『取扱説明書』や『セットアップガイド（本書)』の内容ち、パソコンの画面上で見ることびでをます。東芝 PC 総含情報 
サイト 「 dynab 日日 k.com ( http :// clynabook . com / pc /) J か5ダウン□—ドしてください。 
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リカバリーメディアを作る 


本製品には、システムやアプ U ケーションを購入時の状態に復元するためのリカバリー（再セットアップ）ッールび搭載さ 
れています。 IT 日 SH 旧 A Recovery Media 仁 「 eatorj を使って、あ5かじめ、リカバ U — ツールのバックアップをとって 
おくこと （ U カバ U —方ディアの作成）をおすすめします。 

何らかのトラブルで八ードディスクドライブか 5 U カバ U —でをない場合でも、 U カバ U —メディアから U カバ U —をする 
ことびでさるよラになります。 

U カバ U —メディアびない状態で、八ードディスクドライブか日 U カバリーび巧えない場合は、修理び必要になる可能性び 
あります。東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 

■リカバリー（再セットアップ）とは ■ 

1」カバ U — (再セットアップ）をすると、八ードディスクドライブ内に保をされているデータ（艾書ファイル、画儘•映儘 
ファイル、メールやアプリケーションなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメールの設定 、 Windows 
□グオンパスワードなど）ち購入時の状態に戻る、つまり何ち設定していない状態になります。 

詳しくは、「3章]リカバリーとは」を参照してください。 

また、データのバックアップについては、普段か日定期的に行っておくことをおすすめします。 

1 リカバリーメディアを作巧でまる 記録 メディア _ 

noSHIBA Recovery Media Creator 」 では、なの記録^ディアのいずれかを使用できます。 

何をデータび書を込まれていないちのを用意してください。 

• US 巨フラッシュ方モ U (容量 32 G 巨までの USB フラッシュ方モ U び使用できます。） 

•言己録用の DVD 方ディア* 1 ( DVD - R 、 DVD-R 〇し DVD - RW 、 DVD + R 、 DVD+R DL 、 DVD + RW ) 

*] ドライプを搭載していないモデルの場合は、列付けの DVD ドライプ（東芝製オプション）を接続すると、 DVD を使巧できます。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面のレ < ディア構成]で記録メディアの種類を選択すると、[情報]に、必要 
な記録^ディアの枚数や容量び表示されます。 

DVD の場含は、必要な枚数び表示されます。複数枚使巧する場含は、同じ規格の記録ディアで統一してください。 

US 日フラッシュメモ U の場含は、 U カバ U —メディアの作成に最低限必要な容量び表示されます。 

表示される容量よ0大きい容量の US 目フラッシュメモ U を巧意してください。 


DVD について / DVD の使用推奨メーカー 


* 使用できる DVDi 己録メディアについては、《オンラインマニュアル》を5崔認してください。 

が付けの DVD ドライブを使用して作成ずる場合は、 『 DVD ドライプに付属の 説明書』 を確認してください。 

•推奨するメーカーの DVD を使用してください。 

規格に準拠した DVD を使用してください。 

•が付けの DVD ドライブで使用でをる DVD については、 『 DVD ドライブに付属の説明書』を確認してください。 
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IJ カバ IJ - メディアの作成にあたって 

• [TOSHIBA Recovery Media Creator 」 では DVD-RAM を使用できません。 

• [TOSHIBA Recovery Media Creator 」 を使って U カバ U - X ディアを作成するときは、ほかのアプ U ケーションソフ 
卜をすべて終了させてか5、行ってください。 

DVD または USB フラッシュメモリに書さ込みを巧ラときは、次のミ主意をよく読んでか5使用してください。 

守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへの振動や衝撃などの本体異常や、メディア 

のが態などによっては処理び正常に行えず、書き込みに失敗することびあります。 

•書き込みに失敗したメディアの損害については、当社はいっさいその責任を負いません。また、記憶内容の変化•消失な 
ど、メディアに保存した内容の損害および内容の損失-消失により生じる経済的損害といった派生的損害については、当 
社はいっさいその責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 

• DVD に書き込むとさには、それぞれの書き込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠した記録方ディアを使用してくだ 
さい。また、推奨するメーカーの記録^ディアを使用してください。 

DV 日について《オンラインマニュアル》 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

•バッテ U — 駆動で使用中に書き込みを行ラと、バッテ U — の消耗などによって書を込みに失敗するおそれびあ0ます。必 
ず AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続して使用してくださし、。 

•書き込みを行ラときは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、スリープ、休止状態、シャットダウ 
ンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について《オンラインにュアル> 

•次に示すような、ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク U - ン セーバー 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティリティ 
-音楽や映憬の再生アプリケーション 
- LAN などの通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴーを切り誓える、画面の解像度や色数の変更など、パソコン本体の 
操作を巧わないでください。 

•パソコン本体に衝擊や振動をちえないでください。 

•書き込み中は、周辺機器の取0付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について{オンラインマニュアル》 

•パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 


U カバリーメディアを作成するには、政降の説明を参照してください。 
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6 リカバリーメディアを作る 


m インストール方法 

* インストールされていないモデルのみ 

IT 日 SH 旧 A Recovery Media creator 」 び、購入時の状態ではインス!ルされていないモデルの場合は、次の手順でイ 
ンス I ルしてください。 

1 [スタート]ボタン （©) 一 [ずべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再インス!ル]をクリッ 
クずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [ユーティリティ]タブまたは[東芝ユーティリティ]タブをクリックずる 

4画面左側の [TOSHIBA Recovery Media Creator ] をクリックし 、 [「TOSHIBA Recovery Media 
Creator 」 のセットアップ]をクリックずる 

5 画面の指示に従ってインス!ールずる 

[ファイルのダウン□-ド]画面び表示された場含は、[実行]ボタンをクリックしてください。 

国起動方法— — - 

が付けの DVD ドライブで DVD の U カバ U - メディアを作成する場含は、あ5かじめ DVD ドライブをパソコン本体に接続 
しておいて < ださし、。 

接続方法 『DVD ドライブに付属の説明書』 

1 [スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム]一[リカバリーメディア作成ツール]をクリック 
ずる 

[TOSHIBA Recovery Media Creator 」 び起動します。 



タイトル 

チェックボックスにチェックびついている 
(空!）リカバリーメディアを作成します。 
田をク U ックずると作成する U カバ U - 
メディアの一覧び表示されます。 


メディア構成 

作成する記録^ディアの種類を選択する 
ことびでさます。 


情報 

DVD の場合、画面に表示される枚数分び 
必要になります。 

US 目フラッシュ^モリの場合、画面に表示 
される容量び必要になります。 


(表示例) 



パソ n ンの準備—セットアップ— 


の 








































rai リカバリーメディアを作巧する -- 

が付けの DVD ドライブで DVD の U カバリー^ディアを作成する場をは、あ5かじめパソコン本体に接続しておいてくだ 
さい。 

1[タイトル]、[メディア構成]を選択ずる 

[情働に、必要な DVD の枚数や US 巨フラッシュ方モリの容量び表示されるので、用意してください。 

2 [作成]ボタンをクリックずる 

作成するリカバリー ディアの確認と記録メディアのセットを求める画面び表示されます。 

3 DVD また USB フラッシュメモリをセットずる 

DVD のセット《オンラインマニュアル》 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

US 巨フラッシュメモ U 《オンラインマニュアル)〉の 「 USB 対応機器を使う」 

4 [0 K ] ボタンをクリックずる 

作成び開始され、[現在の^ディア]に、作成しているリカバ U —^ディアの進跋状況び表示されます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをクリックしてください。 

DVD の場合、作成び終了すると、記録メディアび自動的に出てをます。 

作成するメディアび複数枚ある場含は、^ッセージに従って記録メディアを入れ誓えてください。 

5 メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックずる 

作成したリカバリー^ディアには、次のことびわかるよラに目印をつけてください。 

•「 U カバ U — 方ディアであること」 

•複数枚ある場含は、番号 

たとえば DVD の場含、「リカバ U —^ディア XX (番号)」というよラに、レーベル面に油性のフェルトペンなどで記 
載してください。リカバリーをするとき、この番号の順にリカバリーメディアを使巧しないと、正しくリカバリーされ 
ません。必ず U カバ U —メディア番号びわかるよラにして保管してください。 

6 [閉じる]ボタン（@)をクリックずる 

[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面び閉じ、 U カバ U — メディアの作成を終了します。 

リカバリーメディアか5リカバリーをする操作手順については、「3章2 U カバリー=再セットアップをする」を参照 
して < ださい。 

「 TOSH 旧 A Recovery Media CreatorJ のお問い合わせ先『取扱説日月書付録2お問い合わせ先』 
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2 章 


パソコンの動作がおかしいとをは 


CT<rT< 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした 
5良いかを Q & A お式で説明していまず。 


1 Q & A 集 吕6 

吕システム回復オプションについて 33 















Q&A 集 


電源を入れるとさ/切るとさ… . ……26 


Q 電源スイッチを押して指をはなしても、 

Power LED な';点なしなし、 . 26 

Q 電源が入るが、すぐに切れてしまラ 

電源が入5なし、 . 26 

Q 電源を入れたが、システムが起動しない . 27 

Q 使巧中に前軸れもなく 

突然電源が切れることがある . 27 

曰しば5く操作しないとき、電源が切れる . 27 

画面/表示 . 28 

Q 青い画面（ブルースクリーン）が表示され、 

操作でをなくなった . 28 

Q 画面表をが回乾してしまった . 28 

システム/八ードディスク…. . 28 

曰パソコンが応答しなくなった . 28 

Q Windows がセーフモードで起動した . 28 

Q 再起動や電源を入れ直してち、 

トラブルが解消しない . 28 

指紋認証 . 29 

Q 指紋の読み取りがラま<いかない . 2白 

Q 指にけがをしたため 

指紋の読み取りができなくなった . 2白 

Q 認識率が下がった5 . 2白 

TPM . 29 

曰誤って TPM を初期化してしまった . 2白 

Q TPM を使巧しているパソコンを、 

修理-保守に出したい . 2白 

メッセージ . 30 

Q rPassword = J と表示された . 30 

Q「HDD Password 二」または 「 HDD 1/ SSD 1 

Password =」 と表示された . 30 

Q 電源を入れたとき、次のよラな指紋認証の 

メッセージが表示された . 30 

Q 起動時に 「 Windows 再開□-夕’」が表示され、 

Windows が起動しない . 30 

Q 画面が青くなり、次のよラなメッセージが 

画面一面に表示された . 30 

Q 起動時に 「RTC battery is low or CMOS 
checksum is inconsistent 」「 Press [ Fl ] 

Key to set Date / Time 」 と表示され、 
Windows が起動できない . 31 


Q 起動時に fRTC Power Failure 

Check system . Then press [ F 2] key 」 


と表示され、 Windows び起動しない . 31 

曰「システムの日付または時刻び無効です」 

と表示された . 31 

曰次のよラなメッセージび表示された . 31 

曰その化のメッセージが表示された . 31 

その他 . 32 

Q 八ードディスクか5リカバリー 

でさな < なったとさは . 32 

Q 異甫な臭いや過熱に気づいた！ . 32 

Q この日这 A 集を読んでも解決できない . 32 

Q 操作でさない原因がどラしてちわか！5ない . 32 



Q ' 電源スイッチを巧して指をはなしてを、 

Power LED が点巧しない 

_ A 


11^^電源スイツチを押す時間が短いと電源が入5ないこ 
^とがあります。 


確実に電源スイッチを押してください。 

Power LED び点'なすることを確認してください。 


Q 電源が入るが、ずぐに切れてしま5 
電源が入5ない 

k. _ A 


(Battery LED がオレンジ色に点減しているとき） 
IIEm バッテ U —の充電量がかない可能性びあります。 
次のいずれかの対処を行ってください。 

♦本製品用の AC アダプターを接続して、電源を供 
給する 

(他製品用の AC アダプターは使用でさません） 

• 充電済みのバッテ U —パックを取り付ける 
バッテ U —の充電について 
《オンラインマニュアル》 

(DC IN LED がオレンジ色に点滅しているとき） 
IIEv 電源接続の接触が悪ぃ巧制まげぁります。 

バッテリーパックや AC アダプターを接続し直して 
<ださい。 

バッテ1」-パックの取り付け/取りはずし 
『取扱説明書』 

AC アダプタ-の接続『職説帽』 
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II ホ 


セーフモードまたは前回正常に起動したときの構 
成で起動しなおずことがでをます。 

電源スイツチを日秒じ(上巧して強制終了してくださ 
い。 

起動方法については、『取扱説明書』を参照してく 
ださい。 


ほ用中に前幽れちなく 
巧お電源び切れることがある 


IIE ^ パソコン内部の温度が一定臥上に達ずると保護機能 
^び働さ、システムが自動的に停止します。 

パソ]ン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所 
に移動するなどして、パソコンの内部温度び下びる 
のを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に 
上昇しやすくなりまず。通風孔のまわりには物を置 
かないでください。 

それでち電源び切れる場含は、東芝 PC あんしんヴ 
ポートに連絡してください。 


I か 


バッテ U —駆動で使用している場合、バッテリーの 
充電量がなくなった可能性がありまず。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

♦本製品用の AC アダプターを接続して、電源を供 
給する 

(他製品用の AC アダプターは使用でさません） 

• 充電済みのバッテ U —パックを取り付ける 
バッテ U — の充電について 
《オンラインマニュアル》 


しば6く操作しないとを、電源び切れる 


I か 


Power LED が点灯（点滅ではなく）している場合、 
省電力機能が働いた可能性がありまず。 

(Power LED の色はモデルによって異なります） 

しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、 
画面に表示される内容び見えなくなる場合びあ0ま 
ず。これは省電力機能び動作したためで、故障では 
ありません。実際には電源び入っていますので、電 
源スイッチを押さないでください。 

[ SHIFT ] キーを押すか、タッチパッドを操作すると 
表示び復帰します。テレビまたはが部ディスプレイ 
を接続している場含、表示び復帰するまでに10秒 
前後かかることがあ0ます。 


1 Q&A 集 


感表示されたアイコンまたはメニューの中からシ 
ステムの入っているドライブ（通常は八ードディ 
スクドライブを示す項目）をキーまた 
は mm キーで選択し、 「 ENTEF 0 キーを 巧す 


lEp パソコン内部の温度び一定臥上に達すると保護機能 
> び働き、システムが自動的に停止します。 

パソ]ン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所 
に移動するなどして、パソコンの内部温度び下びる 
のを待ってくださし、。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に 
上昇しやすくなります。通風孔のまわ0には物を置 
かないで < ださい。 


IIEm パソコン本体か!5いったん、電源コードと AC アタ’ 
^プター、バッテリーパックをすべて取りはずしてく 
ださし、。 

①電源 コードと AC アダプターを取りはずす 
パソコンに接続している周辺機器も取0はずし 
て < ださし、。 

③ バッテ U —パックを取りはずす 

電源コードと AC アダプター、バッテ U - パック 
を取0はずすと、電源び入5ない状態にな0ま 
す。そのままの状態で、しば5く放置してくだ 
さい。 

感バッテ U - パックを取り付ける 

④ 電源コードと AC アダプターを取り付けて、電源 
プラグをコンセントに差し込む 

愈電源スイッチを巧し、指をはなす 
確実に電源スイッチを巧してください。 

Power LED び点灯することを確認してください。 

電源 コードと AC アダプターの 接続 
『取扱説明書』 

パッテリ-パックの取り付け/取りはずし 
『取扱説明書』 

攻上の手順でち解決でさない場合は、東芝 PC あん 
しんサポートに連絡してください。 


電源を入れたが、システムが起動しない 


起動ドライブを八ードディスクドライブ似外に設定 
^した場合に、システムの入っていないメディアが 
セットされている可能性があります。 

システムび入っている方ディアと取り誓えるか、ま 
たはドライブか日メディアを取り出してか5、何か 
キーを押してください。 

それでち正常に起動しない場含は、次のよラに操作 
して < ださし、。 

①電源スイッチを日秒!^^上巧して電源を切る 
③ 作1引 キー对甲しなび5電源スイッチを押し、 
製品□ゴ画面び表示されたら fFTgl キーか5指 
をはなす 
または、 

電源スイッチを巧し、製品□ゴ画面び表示され 
ている間に [ F 1 2 ] キーを数回巧す 
各種パスワードを設定している場合は 、八スワー 
ドの入力をラなびすメッセージび表示されます。 

ノくスワードを入力して 〔 ENTER 〕 キーを巧してく 
ださい。 
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パソ n ンの動作がおかしいときは 























11^^ Power LED が点減しているか、消巧の場合、自動 
^的にス U —プまたは休止状態になった可能性があり 
ます。 

(Power LED の色はモデルによって異なります） 
一定時間パソコンを使用しないとさに、自動的に 
ス U —プまたは休止状態にするよラに設定されて 
います。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 
また、次の手順で設定を解除できます。 

①[コント□ールパネル]を開き、[システムとセ 
キュ U ティ]をク1」ックする 
® [電源オプション]をク U ックする 
③[電源プランの選択]で利用するプランを選択する 
® 選択したプランの[プラン設定の変更]をクリッ 
クする 

感[ディスプレイの電源を切る]および[コンピュー 
ターをス U — プ状態にする]で[なし]を選択 
する 

[バッテ1」駆動]と[電源に接続]にそれぞれ設 
定してください。 

® [変更の保を]ボタンをク U ックする 



Q 青い画面{ブルースク U — ン）が表示され、 
操作でをな<なつた 


lily 電源スイッチを已秒政上押して Windows を強制終 
^ 了してぐださい。 

システムび操作でさなくなったとさし U かは行わない 
でください。強制終了を行うと、ス U —プ/休止状 
態は無効になりまず。また、保存されていないデー 
夕は消失します。 

強制終了したあと、電源を入れ直してくださし、。 


IIE ^ 臥上の手順でも辭決でをない場台は、「本項 - Q 再 
^起動や電源を入れ直しても、トラブルび解消しなし、」 
を確認してくださし、。 


. Q 画面まホび醜してしまった_ イ 


I か 


に TRU + t ALTj + rt 件一を巧してください。 
正常な画面表示に戻0ます。 

モデルによっては、デスクトップ画面上のウィンド 
ウやアイコンなどび表示されていない場所にポイン 
ターを移動し、ちク U ックして表示された方ニュー 
の[グラフィックプ n パティ]か5、設定を変更 
して < ださし、。 



次パソコン嫌答しなくなつた_ イ 


IIE ^ アプリケーンヨンを終了できない場合や 、アプリ 
^ケーシヨンを終了してもトラブルが解消しない場合 
は、パソコンを再起動してください。 

「1章 4- CD - 再起動」 


lEm Windows 起動時に問題び起きた場合や、パソコン 
^ を再起動でをない場合は、電源スイッチを己砂似上 
巧して Windows を強制終了してくださし、。 

システムび操作でをなくなったとさ政外は行わない 
でください。強制終了を行ラと、スリープ/休止状 
態は無効にな0ます。また、保をされていないデー 
夕は消失します。 

強制終了したあと、電源を入れ直してください。 


IIEm 臥上の手順でち解決でさない場合は、「本項 - Q 再 
r 起動や電源を入れ直しても、トラブルび解消しなし、」 
を確認してください。 


0 Windows が セーフモー ドで起動した 

_ A 


I か 


パソコンを再起動してください。 


「1章 4-( D - 再起動」 


IIE ^ 社の手順でも解決できない場合は、体項 - Q 再 
^起動や電源を入れ直しても、トラブルが解消しなし、」 
を確認してください。 


再起動や電源を入れ直してを、 
W トラブルび醒ミ肖しない 


IIE ^ ドライバ-やシステムのアップデ-卜中（更新中） 
r にトラブルげ発生した場合は、直前の正常に起動し 
たときの構成で起動してください。 

前回正常に起動したときの構成で起動する 
「本節 - Q 電源を入れたび、システムび起動しなし、」 


IIEm アプリケーションをインストールしてか5、この問 
^題が発生ずるよラになった場合は、インストールし 
たアプ U ケーションが Windows の動作に影響して 
いる可能性があります。 

アプ U ケーションをアンインストールしてください。 
『アプ I 」ケーンヨンに付属の説明書』 
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1 Q&A 集 


I か 


指の置きかたを確認してください。 

指を指紋センサーと平行になるように置さ、指紋セ 
ンサーに指の中央を含わせてください。指紋セン 
ヴーの上に第]関節びくるように置さ、すべ5せる 
とさはゆつく0と一定の速さですベ5せてください。 
それでち認証でさない場含は、指をすべ5せる速さ 
を調整してください。 

麵こつぃて 

『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 



TPM 搭載モデルのみ 



って TPM を初期化してしまった 


バックアップウイザードを使用して、 TPM の設定 
を復元してください。 


TPM のヘルプ 


[Infineon Security Platf 日 「m ソリ ユーシヨン』 


TPM をほ用しているパソコンを、 
修理•巧守に出したい 


IIE ^ TPM を使用している場合、修理•保守に出ず前に、 
r バックアップウィザードを使用して、 TPM をバッ 
クアップしてぐださい。 

なお、修理-保守に出すと、 TPM に故障びなくても、 
TPM び交換される場合びあ 0 ます。 

その場合は、バックアップウィザードを使用して、 
TPM の設定を復元してください。 

TPM のヘルプ 

『Infineon Security Platf 日 「m ソリ ユーシヨン』 

保守ヴービスについては、『東芝 PC サポートのご 
案内』を確認してください。 
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詳細こついて 

『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 

11^^指の状態を艦、してください。 

指に傷びあったり、手荒れ、極端に乾燥した状態、 
ふやけた状態など、指紋登録時と状態び異なると認 
識でさない場含びあ0ます。認識率び改善されない 
場合は、ほかの指で登録してください。 

訓にっぃて 

『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 



I か 


周辺機器を接続してか!5、この問題げ発生するよラ 
になった場合は、接続した周辺機器が Windows の 
動作に影響している可能性びあります。 

周辺機器を取りはずしてください。周辺機器によっ 
ては、周辺機器に付属のドライバーやアプ U ケー 
シヨンをパソコンにインス I -ールしている場含びあ 
0ます。これらのドライバーやアプ U ケーシヨンち 
アンインス I ルしてください。 

周辺機器の取り扱いについて 
『周辺機器に付属の説明書』 



* 指紋センサー搭載モデルのみ 


指なの読み取日びラま < いかない 


I か 


I か 


もラー度正しい姿勢で操作してくださし、。 

詳しい操作で法は、『取扱説明書』《オンラインマ 
ニュアル》または「指紋認証ユーティ U ティ」の 
ヘルプを参照してください。 

登録してぁるもラ1本の指で読み取りを行ってくだ 
さい。 


IIEm どうしてもうまくいかない場合は、一時的にキー 
^ボードか！5パスワードを入力してください。 

詳しい操作方法は、『取扱説明書』《オンラインマ 
ニュアル》または「指紋認証ユーティ U ティ」の 
ヘルプを参照してください。 


巧にけびをしたため 

おなの読み取日びでさな<なった 


IIE ^ 登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってくだ 
^さぃ。 

IIEm 登録したすべての指の指紋び読み取れない場合は、 
^ —時的にキーボードか！5 ノ（スワ ー ドを入力してくだ 
さい。 

詳しい操作方法は、『取扱説明書』《オンラインマ 
二:！アル》または「指紋認証ユーテイ U テイ」の 
ヘルプを参照してください。 


認識をび下げった6 


I か 


指紋センサーの表面びよごれていないか確認してく 
ださし、。 

よごれている場合には、眼鏡ふき（ク U - ナーク □ 
ス）などの柔5かい布で軽くふき取ってか5もラー 
度指紋認詔を行ってください。 


パソ n ンの動作がおかしいときは 
















Iliy パスワードの入力による認証が必要です。 
パスワードを入力し、 

さい。 


と表示された 


f ENTER〕*— を巧して<だ 


あらかじめ「東芝パスワードユーテイ U テイ」でパ 


スワードファイルを記録メディアに保存しておくと、 
パスワードを忘れた場合に確認でをます。ほかのパ 
ソコンの「メモ帳」などでパスワードファイルを開 
を、確認したパスワードを入力してください。 


上記の方法を実行できない場合は、使用している機 
種を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡して 
ください。有料にてパスワードを解除します。この 
場含、身分証明書（お客様自身を確認でをる物）の 
提示び必要となります。 

パスワ-ドについて《オンラインにュアル》 


Q FHDD Password=J または 「 HDDl / 
SSD 1 Password = J と表おされた 


HE % HDD パスワ-ドの Ml による認証びお、要でず。 

HDD パスワードを入力し、 ( ENTER 片 一を巧し 
て < ださい。 

HDD バスワードを忘れてしまった場合は、ノトド 
ディスクドライブはホ义に使用でさなくなり、交換 
対応となります。この場合は有料にな D 、 身分証日月 
書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要とな 
ります。 

H □□バスワ-ドにつし、て 
《オンラインマニュアル》 


電源を入れたとを、巧のよ5な指紋認証の 
W メッセージび表示された 


ホ指紋センヴー搭載モデルのみ 
•「Swipe finger to authorize access , or press 
BACKSPACE to enter BIOS password 」 

•「認証のため、指でセンサをなぞってください。 

BI 日 S パスワードを入力するには、 BACKSPACE を押し 
て < ださい。」 

IIE ^ 指縮 ME が必要です。 

r 指紋認証ユーティ U ティ」で起動認証機能を有効 
に設定していると、パスワードを設定している場含 
に表示されるメッセージの巧わりに、指紋認証を行 
ラ画面び表示されます。指紋認証を巧ラと、起動認 
証機能によってパスワードの認証び行われます。 


認証を已回失敗する、または [ BACKSPACE ]^- 
を巧すと、パスワードの入力をラなびす^ッセージ 
び表示されまず。 

指紋認証の詳細は、《オンラインマニュアル》また 
は r 指紋認証ユーティリティ」のヘルプを参照して 
<ださい。 


Q 起動時に rWindows 再開□—ダ J が 
表巧され、 Windows が起動しない 


IIEm A - ドウ I ァの接続に不具合が起きた、または何ら 
^かの原因で電源を切る前の状態を再現できなくなっ 
たといラメッセージでず。 

休止状態のまま^モ U の取0付け/取りはずしをし 
たとをなどに表示されます。 

電源を切る前の状態は再現でさません。 

次の操作を行ってください。 

① 「 Windows 再開□ーダ」で「復元データを削除 
してシステムブート^ニューに進む」び反転表 
示していることを確認し、キーを押す 

② 「 Windows エラー回復処理」で 「 Windows を 
通常起動する」び反転表示していることを確認 
し、 dhuMD キーを押す 

Windows び起動します。 


Q 画面び青<な日、巧のよ5なメッセージび 
画面一面にま示された 

_ A 


• [A problem has been detected and windows 
has been shut down to prevent dama 呂 e t 日 your 
computer 」 


IIE ^ A - ドウ I アの接続に不具合び起きた、または何5 
r かの原因で電源を切る前の状態を再現できなくなつ 
たといラメッセージでず。 


休止状態のままメモリの取0付け/取りはずしをし 
たとをなどに表示されます。電源を切る前の状態は 
再現できません。 

次の操作を行ってください。 

①電源スイッチを已秒 iU 上巧し、パソコンを強制 
終了する 

® 再び電源スイッチを巧して、パソコンを再起動 
する 

「システムを前の場所か5再起動できませんでし 
た。」といラ方ッセージび表示されます。 

③ r 復元データを削除してシステムブート方ニュー 
にすすみます」び反転表示していることを確認 
し、 Center j キーを巧す 
Windows び起動します。 
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1 Q&A 集 


起動時に rRTC battery is low or CMOS 
checksum is inconsistentj [ Press [ FI ] 
Key to set Date / Time 」 と表巧をれ、 
Windows び起動でをない 


IIE ^ 時計庙パッテ1」-が不足しています。 

時計用バッテ1」一は、 AC アダプターを接続し電源 
を入れているとをに充電されます。 

時關バッテリ-について 
《オンラインマニュアル〉〉 

A 仁アダプターを接続後、次の手順で 目 I 日 S セット 
アップの 曰 付と時刻を設定して < ださし、。 

① ( ED キーを巧す 

BI 日 S セッ ト アップ画面び表示されます。 

③キーを使って 、 [SYSTEM 
DATE / TIME ] の [ Date ] を選択し、 
[ SPACE ] キーで日付を設定する 
③ 手順®と同様に [ Time ] で時刻を設定する 
® に!^ + W キ — 、または [ END 伴 一り封甲す 
確認の方ッセージび表示されます。 
rEN の キーを押す場合に 、 NUM LOCK LED び 
点'なしている場合は、 〔 NUML 日 CK ] キーを押し 
て消灯してから n 丙瓦 !キーを押してください。 
⑥じ U キーを押す 

設定内容び有効になり、 目 I 日 S セットアップび終 
了します。 

パソコンび再起動します。 

* 1店丙巧]キー搭載モデルのみ 


起動時に rRTC Power Failure 
〇 Check system . Then press [ F 2] keyj 
と表巧され、 Windows び起動しない 


11^^時計巧パッテリ-が不足しています。 

時計用バッテ1」一は、 AC アダプターを接続し電源 
を入れているとをに充電されます。 

時關ルジテリ-について 
《オンラインマニュアル〉〉 

A 巳アダプターを接続後、次の手順で目 I 日 S セット 
アップの曰付と時刻を設定してくださし、。 

① CEg キーを巧す 

BI 日 S セットアップ画面び表示されます。 

③辽]辽]キ—を使って、 [System Time ] を 
選択し、狂查 1] キーを使って、時間、分、秒を 
選択後、正旬、 f 7] キーで 時刻を設定する 
③し!」しし)キ—を 使って、 [System Date ] を 
選択し、 fT 瓦百! キーを 使って、月、 曰、 年を選 
お後、尼を]、正司 キーで 曰付を設定する 
® rrr 5 i キーを 押す 
⑥〇キーを 巧す 

設定内容び有効になり、目 I 日 S セットアップび終 
了します。 

パソコンび再起動します。 


r システムの曰付または時刻が巧効です J 
と表示された 


I か 


日付と時刻を設定してください。 

Windows Update やアプリケーシヨンのセット 
アップを行ラ場合は、正しい曰付と時刻を設定して 
か5巧ってください。 

日がと剛の醜口いて 
『 Windows ヘルプとサポート』 


巧のよ5なメツセージび表示された 


•「Insert system disk in drive.Press any key when 
ready 」 

•「 Non - System disk or disk error Replace and 
press any key when re 己 dy 」 

•「Invalid system disk Replace the disk.and then 
press any key 」 

• 「目 00 tCouldn’t Find NTLDR Please Insert another 
disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk.and then press 
any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

• [Remove disks or other media.Press any key to 
restart 」 

•「NTLDR is missing 
Press any key to restart 」 



I か 


CD / DVD や US 巳フラッシュメモリなどの起動 
ディスクを取り出し、何かキーを巧してくださし、。 

上記の操作を行っても解決しない場合は、『東芝 PC 
サポートのご案内』で必要事項を確認のうえ、東芝 
PC あんしんサポートに連絡してください。 


その他のメツセージが表おされた 


I か 


使用しているシステムやアプリケーシヨンに付属の 
説明書を摧認してください。 
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パソ n ンの動作がおかしいときは 



























> A - ドディスクか 6 
- y 力けリーでをな<なつたとまは 


IIEm A - ドディスクドライブに搭載されているリカバ 
f リー（再セットアップ）ツール（システムを復元す 
るためのもの）のデータび破損、もしくは誤って消 
去されている可能性びありまず。 

また、市販のソフトウェアを使巧してパーティシヨ 
ンの構成を変更すると、 U カバ U —ができなくなる 
ことがあります。 

「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 で作成し 
た U カバ U — ディアを使って、 U カバ U — してく 
ださし、。 

リヵバリ—の操作でま 

「3章3-感 U カバリー y ディアからリカバ U — をずる」 
リカバ U —メディアびない場含は、修理び必要にな 
る可能性びあります。東芝 PC あんしんサポートに 
相談してください。 


〇呈常な臭いや過窥に気ヴいた 


パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コード 
^ のプラグをコンセントか5抜いてください。安全を 
確認してバッテリーパックをパソコン本体か5取り 
はずしてか5東芝 PC あんしんサポートに相談して 
<ださい。 


なお、連絡の隙にはなのことを伝えてくださし、。 
♦使用している機器の名称 
•購入年月曰 

• 現在の状態（でさるだけ詳し < 連絡して < ださし、) 


2 rdynabook . com 」 の「よくある質問 （ FAQ )」 
を調べる 

インターネットに接続でをるときは、東芝 PC 総含 
情報サイト 「 dynab 日日 k . com 」 でヴポート情報を 
見てください。お問い合わせの多い質問やホットな 
日 SlA び掲載されています。 

「 A . 回答-対処方法」の説明を読んでも問題び解 
決しない場合は、説明のあとのアンケートに引さ続 
さ、質問メールを出ずことちでをます。 

* メールでの質問には「お客様登録」び必要です。 


3東芝 PC あんしんサポートに電話する 
パソコン本体のトラブルは、東芝 PC あんしんサ 
ポートでお答えしまず。『東芝 PC サポートのご案 
内』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あんしんヴ 
ポートに連絡してください。 


又操作できなし、原因びどぅしてもねかがか、^ 


lEm パソコン本体のトラブルの場合は、『東芝 PC ヴポー 
^ 卜のご案内』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あ 
んしんヴポートに連絡してください。 


11^^アプ U ケーシヨンのトラブルの場合は、各アプリ 
^ケーシヨンのヴポート窓□にお問い合わせください。 

アプリケーンヨンのお問いをわせ先 
『取扱説明書』 


IIE ^ 周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のヴポー 
^ 卜窓口にお問い合わせください。 

綱臟の剛い合わせ先 
『周辺機器に付属の説明書』 


. Q この日 SA 集を読んでも腺巧きなし 、_4 


I か 


このほかにもいろいろな解決方法びあります。 


1《オンラインマニュアル》を見る 


この日 SlA 集は、パソコンの電源び入5ないなど、 
《オンラインマニュアル》を見5れない状況での 
日 & A のみ記載していまず。《オンラインマニュアル》 
の 「 QSlA 集」には、このほかにち困ったことび起 
さた場合の巧処方法を記載しています。 
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システム回復オプションについて 

本製品には、「システム回復オプション」び用意されています。「システム回復オプション」とは、 Windows び正常に起動 
しなくなった場含に、問題を解決して起動できるよラにするメニューび集まったものです。 

1 r 詳細ブートオプション」を表示ずる 

『取扱説明書』に記載されている「セーフモードで起動する」と同じ手順で表示してください。 

2 [コンピューターの修復]を選択し、 ( ENTER ) キーを巧ず 

キーボードの選択画面び表示されます。 

3 [日本語]を選択し、[次へ]ボタンをクリックずる 

□グオン画面び表示されます。 

4ユーザー名を選択し 、 Windows □グオンパスワードを入力ずる 

5 [ OK ] ボタンをクリックずる 

「システム回復オプション」び起動します。 

•スタートアップ修復 

システムファイルの不足や破損など、 Windows の正常な起動を巧ばる可能性のある問題を解決し、正常に起動でさ 
るよラにします。 

• システムの復元 

システムファイルを正常に機能していた日時の状態に復元することびできます。 

• システムイメージの回復 

前に作成したシステムイメージを使巧して、コンピューターを回復します。 

システムイ^—ジの詳細は、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 

• Windows メモリ診断 

方モリび正常に機能しているかどラかを確認します。 

•コマンドプ□ンプト 
コマンドプ n ンプトに切り誓えます。 

• TOSHIBA Recovery Wizard 

リカバリー（再セットアップ）^ニューを表示します。 

6 使いたいメニュー名をクリックずる 

このあとの操作は、メニューによって異なります。表示された画面の指示に従って操作してください。 



日請パソ n ンの動作がおかしいときは 











3 章 


買つたときのが態に戻ずには-リカバリー 




この章では、パソコンの動作がおかしくなり、いろ 
いろなトラブル解消方法では解ミ夫できないときに行 
う r リカバリー」について説明しています。リカバリー 
を行ラ ことでシステムやアプリ ケーシヨンを購入時 
の状態に復元できまず。作成したデータなどが消去 
されまずので、よく読んでか5巧ってください。 


1 U カバリーとは 36 

2 U カバリー=再セットアップをずる 39 

3 リカバ U - をしたあとは 46 

4 アプリケーシヨンを再インス! -- ルずる 48 










_J 

リカパリ-とは 


u カバ u — (再セットアップ）とは、お客様び作成したデータや、購入後にインストールしたアプ U ケーシヨン、現在の設 
定などをすべて削除し、わラー度ご購入時の状態に復元する作業です。 

U カバ U - をすると八ードディスク内に保存されているデータ（文書ファイル、画像•映像ファイル、メールやアプ U ケー 
シヨンなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやールの設定、 Windows □グオンパスワードなど）も 
購入時の状態に戻る、つまり何も設定していない状態になります。 

一度リカバ U —を始めると、途中で中止したり、パソコンの電源を切ることはできません。 

U カバ U —には時間びかか0ますので、時間のを裕をちって行ってください。 

八ードディスクドライブか5のリカバリーには、約2〜2.日時間かかります。リカバ U ディアか5のリカバ U —は、さ 
らに]時間程度長くかか0まず。 

次のよラな場合で、どラしてわ改善するち法びないとさに U カバ U —をしてください。 

•パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えな<なった 

•八ードディスクにあるシステムファイルを削除してしまった 
•コンピューターウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない*1 
•パソコンの調テびおかしく、いろいろ試したび解消でをない 
•東芝 PC あんしんサポートに相談した結果、「1」カバ U —び必要」と診断された 

* 1ウイルスチェックソフトび正常に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックびでをない場含びあります。 

ぶるメモ 

• リカバリーは、ユーヴー権限にかかわ5ず、誰でち実行できます。誤ってほかの人に1」カバ U — を実行されないよう、ユー 
ザーバスワードを設定しておくことをおすずめします。 

ユ-ヴ-バスワ-ド《オンラインにュアル》 

• 晴乂時にプレインストールされていたアプ U ケーシヨンやドライバーを誤って削除してしまった場合は、[スタート]ボ 
タン（@)一 [ずべてのプ□ブラム]一[アプ I 」ケーシヨンの再インストール]を行うことをおずすめします。 

「本章4アプ I 」ケーン3ンを再インスト-ルする」 

それでち解消できない場合に U カバ U —を行ってください。 


①リカバリーをする前に確認すること 


パソコンの動作びおかしいと感じたとさ、次の方法を実巧してみてください。 U カバ U —をしなくても、状態び改善される 
場含びあります。次の方法をすべて試してみてちが態び改善されない場をに、 U カバ U —を実行してください。 


m ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する^^^^^ ■ 

ウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどうかを確認してください。ウイルスび検出された日、ウ 
イルスチェックソフトで駆除できます。その隙、ウイルス定義ファイル（パターンファイル）は、最新のものに更新してお 
し、てください。場をによっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスをありまず。そのとをは、リカバリーを 
実行してください。 


セーフモードで起動でをるか実行してみる 


Windows び起動できないときは、セーフモードで起動してみてください。セーフモードでは、最低限の機能で Windows 
を起動させることびでをます。 

起動ち法については、『取扱説明書』を参照してくださし、。 

セーフモードで起動で走た場含は、 U カバ U —をする前に、東芝 PC あんしんサポートにご相談ください。 
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1 リカバリーとは 


m 周辺機器をすべて取りはずし、再度確認ずる - 

メモ U や US 目対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障害の原因となっている場含びあります。それ5を取りはず 
してか5、再度起動して、動作を確認してみてください。また、電源関連のトラブルの場合は、バッテ U - をいったん取り 
はずし、再度取り付けてか5起動し直してみてください。 

機器の取りはずし『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 


m ほかのトラブル解消方法を探す- 

パソコンの調テびおかしいと思ったときは、《オンラインマニュアル》の「パソコンの動作びおかしいときは」を確認して 
ください。いろいろな解消方法を紹介しています。 

また、「2章2システム回復オプションについて」で、 Windows び正常に起動しなくなった場含に使用する「システム回 
復オプション」の説明をしています。 

それでち解消でさないとさに、 U カバ U —をしてください。 


® システムの復元でな前のが態に復元する -- 

r システムの復元」は、パソコンに問題び発生したときに、個人用のデータを失わずにパソコンを1；(前の状態に復元するた 
めの機能です。 

詳しくは、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 


リカバリーをはじめる前にしてお < こと 


リカバリーをはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。 


□□ 準備するもの -- 

•『セットアップガイド』（本書） 

• 『取扱説明書』 

•巻末の U カバ U - (再セットアップ）チェックシートをコピーしたをの 

• U カバ U - メディア（あ5かじめ作成してある U カバ U - メディアからリカバ I 」一する場含） 

• U カバ U — DVD-ROM (付属しているモデルの場合） 

* ドライブを搭載していないモデルで、 DVD の U カバ U- メディアや付属の U カバリー DVD-ROM を使用する場合、列付けの DVD ドライ 
プ（東芝製オプション）び必要です。 


^必要なデータのバックアップをとる-- 

U カバ U - をすると、購入樓に作成したデータやインストールしたアプ U ケーションなど、八ードディスクに保存していた 
内容は削除されて、設定び初期化されます。次のようなデータは削除されますので、可能な場合は、記録メディア 〔 CD / 
DVD や US 目フラッシュメモ U など）にバックアップをとってくださし、。 

* ドライブを搭載していないモデルで CD/DVD にバックアップをとる場合、が付けの仁 D/DVD ドライブ（東芝製オプション）び必要です。 

• ドキュ方ントのデータ 

•購入後にデスクトップに保存したデータ 

•インターネットエクスプ□ーラーのお気に入り 

• 方ール送受信データ 

•方ールアドレス帳 

•プレインス I ルされているアプ U ケーションのデータやファイル 
•購入樓にインス!-ールしたアプリケーションのデータ 
•購入樓に作成したフォルダーとファイル 

また、 U カバ U - 後ち現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいてください。 

ただし、八ードディスクをフォーマットした0、システムファイルを削除した場合や、電源を入れてちシステムび起動しな 
くなってか5では、バックアップをとることびでをません。また、 U カバ U — を行ってち、八ードディスクに保存されてし、 
たデータは復元でさません。 
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買つたとをの状態に戻すには—リカバリ II 






















国：アプリケーシヨンのセットアップ用メディアを確認する 

購入後に追加でインストールしたアプ U ケーシヨン、プ U ンターなどの周辺機器のドライバーは、 U カバ U —禮にインス!-一 
ルする必要びあります。 

これ5を再度 インス! ルするためのメディア（仁□など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーシヨンによっては、 ID 番号などび必要です。あ日かじめ確認してください。 


[ A ] 各種設定を確認する - 

インターネットや LAN の設定、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、メモなどに控えておいてください。 
ウイルスチェックソフトなど、有料で購入した認証キーなどびセットアップ時に必要なアプ U ケーシヨンは、それ5の番号 
を控えておいてください。確認方法は各アプ U ケーシヨンのヘルプやお問い合わせ先にご確認ください。 


W 音量を調節する- - 

U カバ U —媛、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はでさません。 

あらかじめ音量を調節してくださし ' i 。 圧圧)十キーを使って、本体のスピーカーやへッドホンの音量をミュート（消音) 
にしている場合は、ちう一度胃 ちご] キーを巧して元に戻しておいてください。 

[61 無線 LAN 機能が ON であるか確認する - 

ホ無線 LAN 機能搭載モデルのみ 

無線 LAN 機能び日 N であることを確認してください。 

日 N になっていない場合は、に社 J + LE を J キーを巧して、無線通信機能を日 N にしてください。 

ワイヤレスコミュニケーションスイッチ搭載モデルは、ワイヤレスコミュニケーションスイッチび日 n 側にスライドされて 
いることを確認してください。 


m 周辺機器をすべて巧りはずす -- 

マウスやメモ U 、 US 巨対応機器など、購入後に追加で増設した機器をすべて取りはずしてくださし、。 
このとさ、パソコン本体の電源を切ってから巧ってくださし、。 

機器の取りはずし『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 



•市販のソフトウエアを使用してパーテイシヨンの構成を変更すると、リカバリーびでさなくなることびあります。 
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リカパリ-=肿ジト 7 ップをずる 

本製品にプレインス I ルされている Windows やアプリケーションを復元する方法について説明します。 

本製品の U カバ U - は、ユーザー権限にかかわ5ず、誰でも実行できます。 


D い<つかあるリカバリー方法 


U カバリーには、次の方法びあ0ます。 

【リカバリー DVD - R 日 M が付属していないモデル】 

•八ードディスクドライブか5 U カバリーをする 
•作成した U カバ U —メディアか 5 U カバ U —をする 

通常は八ードディスクドライブから U カバ U —をしてください。 

1」カバ U — メディアか5の U カバ U — は、八ードディスクドライブの U カバ U — (再セットアップ）ツール（システムを復 
元するためのちの）を消してしまったり、八ードディスクか 5 U カバ U —びできなかった場をなどに行ラことをおすすめし 
ます。 

U カバ U - メディアは、あ5かじめ作成しておく必要びあります。 
n 章目 I 」カバ1」-が'ィアを作る」 

【リカバリー DVD - R 日 M が付属しているモデル】 

•付属の U カバ U — DVD - R 日 M か5リカバリーをする 

1 U カバリーメニ ュー について _ 

次のニューのなかか 5 U カバ U —方法を選択することびできまず。あ5かじめ U カバ U —方法をまめておくとスムーズに 
操作でさます。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

八ードディスクをパソコンを購入したときの状態に戻し、購入時の状態に復元します。購入後に作成したデータや設定など 
はすべて消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元 ■ (推奨） 

現状のパーティションの構造を保ったままシステムを復元します。八ードディスクドライブ （ C :) に保存されていたデー 
夕は消去され、購入時の状態に戻0ますび、その他のドライブに保をされていたデータは、そのまま残ります。ただし、 

目 I 日 S 情報やコンピューターウイルスなどの影響でデータび壊れている場を、八ードディスクドライブ（じ）がの領域に 
あるデータび使えないことびあ0ます。 

■ノーティションサイズを指定して復元 ■ 

八ードディスクドライブ （ C :) のサイズを指定して復元します。八ードディスクドライブ〔じ）じ(がの八ードディスクドラ 
イブのパーティションは消去されるため、 U カバ U —渡、パーティションの再設定び必要です。購入樓に作成したデータや 
設定などはすべて消去されます。 

•どのメニューを選択しても、八ードディスクドライブ（じ）には購入時と同じシステムび復元されます。 



買つたとをの状態に戻すには—リカバリ II 
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② A - ドディスクか6リカバリーをする 


ぶるメモ 

• リカバリーは、ドライブに方ディアをセットしていない状態で実行してください。ドライブに方ディアびセットされてい 
ると、エラーになる場含びあ0ます。 

ここでは、「パーティションサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 

1 パソコンの電源を切る（シャットダウン） 

2 AC アダプターと電源コードを接続ずる 

3 キーボードの逗](ゼ □) キーを巧しなが S 電源スイッチを巧し、製品□ゴ画面が表示された6指をはなず 

* テンキー搭載モデルの場合、テンキーの(ゼ □) キーを使巧しないでください。 

必ず、平板をの「わ」び刻印されているキーを使巧してください。 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびす^ッセージび表示されます。パスワードを入力し 
て [ ENTER 片 一对甲してください。 

水 ッセージ画面び表示されます。 

•0 S のタイプを選択する画面が表示された場合 
どち5の日 S タイプに復元するかをチェックし、[次へ]ボタンをクリックしてください。 

4 画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

5 [初期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[八ードディスク上の全データの消去]は、ノてソコンを廃棄または譲渡する場をなど、個人情報漏えいを防ぐために、八一 
ドディスクのデータを完全に消去ずるためのわのです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスク上 
にある、リカバリーツールの領域政がのずベてのデータび削除されます。 

「4章 1-2 八ードディスクの内容をすべて消去する」 

6 [パーティションヴイズを変更せずに復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

ほかのメニューを選択する場合については、次を参照してください。 

-[ご購入時の状態に復元] : P .41 

•[パーティションサイズを指定して復元]: P .42 

• r パーティションサイズを変更せずに復元」の意昧と動作 
すでに八ードディスクの領域を分割している場含などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）びリカバリーさ 


八ードディスクドライブ（じ）にあたる領域は、作成 
したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消去され、ご購入時のシステ 
ムやアプリケーションび復元された状態になります。 


ードディスクドライブの領域を分割している場合の例) 
「先頭パーティションのデータは、ずべて消去されます。」といラ^ッセージび表示されます。 

ぶるメモ 

• U カバ U - ツールとシステム回復オプションの領域び確保されているため、八ードディスクの1日日％を使用することは 
でさません。 


れ、それ iU 外の領域のデータはそのまま残0ます。 


リカパ‘リー 



、 一 

一 

一 

■ 

一 一 

ドライブに:）- 

一 一 

ドつイブ ( D ( E 、 F … 


システム 回復 
’オプション領域 


作成:?—夕 ■ 
I 設定は消去 


作成データは 
保持 
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7 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックして<ださし、。 

[次へ]ボタンをクリックすると復元び実行され、[パーティションを初期化しています。しば5くお待ち<ださし、。] 
画面び表示されます。 

長い時間表示される場合びありますび、画面び切り誓わるまでお待ちください。 

復元中は、リカバリーの経過に従い、画面び変わります。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

8 [終了]ボタンをクリックずる 

システムび再起動し、[しば5くお待ちください。]画面び表示されます。 

ここから次の手順の [ Windows のセットアップ]画面び表示されるまで、約！〜1.已時間かかります。この間、メッ 
セージび表示された0、システムび自動的に再起動したりしますび、何も操作する必要はありません。 [ Windows のセッ 
トアップ]画面び表示されるまで、お待ちください。 

また、この間は絶対に電源を切5ないでください。 

9 Windows のセットアップを巧う 

詳細について「1章3 Wind 日 WS セットアップ」 

ぶ3 メモ 

•一部のアプ U ケーションは、 U カバ U —後にアプ U ケーションのインス!ルなどをする必要びあります。 

詳細について 

「本章3-®日 ffice 製品の再インス I -ールとライセンス認証」 

「本章4アプ U ケーションを再インストールする」 

購入後に変更した設定びある場をは、 Windows のセットアップ後に、もう一度設定をやり直してください。また、周辺機 
器の接続、購入後に追加したアプ U ケーションのインストールを、 Windows のセットアップ撥に巧ってください。 

周辺機器の接続『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 

I その他のリカバリーメニューについて 


2リカバリー=再セットアップをずる 


r 本節®八ードディスクか5リカバリーをする」の手順日の[初期インス I -- ルソフトウェアの復元]画面の、[パーティショ 
ンサイズを変更せずに復元]しソがの方ニューの意巧と動作は次のよラになります。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

パソコンを購入したときの状態に戻します（モデルによって、ご購入時のパーティションの状態は異なります)。 

作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U ケー 
ションなどびすべて消去され、ご購入時のノくーティション、 
システム、アプリケーションび復元された状態にな0ます。 


システム回復 
>オプション領域 


リカバリー^ ドライブに:） • 


作成:7—夕 • 
'設定は消去 


手順日では、[ご購入時の状態に復元]をチェックして[次へ]ボタンをクリックしてください。「八ードディスクの内容は、 
すべて消去されます。」といラッセージび表示されまず。 
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買つたとをの状態に戻すには—リカバリ II 














■パーティションサイズを指定して復元 ■ 


八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）かの領域区分（パーティション）は消去され、1つの領域になります。この領域はそのま 
まではドライブとして認識されず、使用することはできません。 U カバ U — 後、 r コント□-ルパネル」の「ディスクの管理」 
か5再設定を行うと、再びドライブとして使用でをるようになります。 

ディスクの管理 r 本章3-① -1 パーティションを設定する」 

U カバ U - を行ラと、作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U ケーションなどびすべて消去され、ご購入 
時のシステムやアプ1」ケーションび復元された状態になります。 

システム回復 システム回復 

オプシヨン領域 オプシヨン領域 


リカパリー 




T 

ドライブに:）の 
サイズ変更び 
でさる範囲 

、丄 


一 

一 

、 一 

、 一 

ドライブに:） 

、 

ドライブに:） 

、 一 

パー テイシヨンが « 
肖去された領 iCJ 


、作成デ-夕. 


リカバリー後、 

A ° —テイシヨンの 
再設定が必要 


手順日では、次の操作を行ってください。 

①[パーティションサイズを指定して復元]をチェックする 

® に：ドライブのサイズ]をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライブ（じ））のサイズを指定する 
③[次へ]ボタンをク U ックする 

「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 


) リカバリーメディアか6リカバリーをする 


安ここでは、リカバリーメディアを使巧した場合について説明します。 

外付けの DVD ドライブ（東芝製オプション）を使用して、 DV 日のリカバリー^ディアや、付属のリカバリー DVD - R 日 M (付 
属しているモデルのみ）で U カバ U —する場合は、あらかじめ DVD ドライブを接続してください。 

接続方法 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

1 AC アダプターと電源コードを接続ずる 

2 リカバリーメディアをセットして、パソコンの電源を切る（シャットダウン） 

リカバリーメディアび複数枚ある場合は、ディア1」か5セットしてください。 

US 巨フラッシュ方モリの場合は USB コネクタに差し込んでください。 

3 [EH] キ—を巧しなが5電源スイッチを巧し、製品□ゴ画面が表おされた S 指をはなず 
または、 

電源スイッチを巧し、製品□ゴ画面が表示されている間に 卜12 ] キーを数回巧ず 

各種パスワードを設定している場含は、パスワードの入力をうなびずメッセージび表示されまず。パスワードを入力し 
口 ENTER 〕 キーを巧してください。 
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2 リカバリー = 再セットアップをずる 


4 表示されたアイコンまたはメニューの中か SEI 3 キーまたは CEG ] キーで起動ドライブを選択し、 
f ^ Nt ^ キーを 巧ず 

選巧する項目は、次のよラになります。 

本製品のドライブ ：ドライブを示す項目 aODD ]、[ CD / DVD ] など） 

* ドライプ搭載モデルのみ 

外付けの DVD ドライブ： DVD ドライブを示す項目 （[ CD / DVD ]、[ USB ]、[ US 目 CDR 日 M]、[USB ODD ] など) 
USB フラッシュ方モリ： US 目フラッシュメモリを示す項目 （[ USB]、[USB Memory ] など） 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

5 [TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブルやデータ保護に対応した方ニュー 
び用意されています。詳しくは、「2章2システム回復オプションについて」を参照してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

•0 S のタイプを選択する画面び表示された場合 
どち5の日 S タイプに復元するかをチェックし、[次へ]ボタンをクリックしてください。 

6 画面の内容を確認し、[はしリボタンをクリックずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

7 [初期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[八ードディスク上の全データの消去]は、ノてソコンを廃棄または譲渡する場合など、個人情報漏えいを防ぐために、八一 
ドディスクのデータを完全に消去ずるためのものです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスク上 
にある、すべてのデータび削除されます。 

「4章 1-2 八ードディスクの内容をすべて消去する」 

8 [パーティションヴイズを変更せずに復元]をチェックし、[巧へ]ボタンをクリックずる 

ほかのメニューを選択する場合については、次を参照してください。 

-[ご購入時の状態に復元] : P .4 己 

•[パーティションサイズを指定して復冠： P .4 己 

• r パーティションサイズを変更せずに復元」の意昧と動作 
すでに八ードディスクの領域を分割している場含などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）びリカバリーさ 
れ、それがの領域のデータはそのまま残ります。 


リカバリーメディア 


リカパリー 



ドライブに:） 


ドライブ ( D ( E 、 F … ):) 
リカバリーツール 


八ードディスクドライブ（じ）にあたる領域は、作成 
したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプリ 
ケーシヨンなどびすべて消去され、ご購入時のシステ 
ムやアプ U ケーシヨンび復元された状態になります。 


システム回復 
>オプション領域 


4作成データ’ 
1設定は消去 


作成データは 
保持 


(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の例) 


「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 


メモ 


I U カバ U - ツールとシステム回復オプションの領域び確保されているため、八ードディスクの1日日％を使用することび 
でさません。 



日騎買つたとをの状態に戻すには—リカバリ II 


が 



















9 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックして<ださし、。 

[次へ]ボタンをクリックすると復元び実行され、[パーティションを初期化しています。しば5くお待ち<ださし、。] 
画面び表示されます。 

長い時間表示される場合びありますび、画面び切り誓わるまでお待ちください。 

復元中は、リカバリーの経過に従い、画面び変わりまず。 

* 最初に[コピーしています。]画面び表示される場合びあります。 

長い時間表おされる場ををありますび、画面び切り替わるまでお待ち<ださい。 

リカバリーメディアび複数枚ある場合、画面の指示に従って入れ誓えてください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

10 リカバリーメディアの種類により次の操作を行う 

• DVD の場合 

①[終了]ボタンをクリックする 
自動的にディスクトレイび開さます。 

霞リカバリー^ディアを取り出す 

• US 巨フラッシュメモ U の場合 

© US 巨フラッシュメモリを取りはずず 
③[終了]ボタンをクリックする 

システムび再起動し、[しば5くお待ちください。]画面び表示されます。 

ここから次の手順の [ Windows のセットアップ]画面び表示されるまで、約！〜1.已時間かかります。この間 、乂ッ 
セージび表示された0、システムび自動的に再起動したりしますび、何も操作する必要はありません。 [ Windows のセッ 
トアップ]画面び表示されるまで、お待ちください。 

また、この間は絶対に電源を切5ないでください。 

11 Windows のセットアップを巧う 

詳細について「1章3 Windows セットアップ」 

ぶ3 メモ 

•一部のアプリケーションは、 U カバ U —後にアプ U ケーションのインス!ルなどをする必要びあります。 

詳細について 

「本章3-@日 ffice 製品の再インス I -ールとライセンス認証」 

「本章4アプ U ケーションを再インストールする」 

購入後に変更した設定びある場をは、 Windows のセットアップ後に、もう一度設定をやり直してください。また、周辺機 
器の接続、購入後に追加したアプ1」ケーションのインストールを、 Windows のセットアップ撥に巧ってください。 

周辺機器の接続『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 
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2 リカバリー = 再セットアップをずる 


r 本節感リカバリーメディアか5リカバリーをする」の手順8の[初期インストールソフトウエアの復元]画面の、[パーティ 
シヨンサイズを変更せずに復元]外のメニューの意味と動作は次のよラになります。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

パソコンを購入したときの状態に戻します（モデルによって、ご購入時のパーテイシヨンの状態は異なります)。 


リカパ‘リー 


リカパリー 
メディア 




、 一 

一 

一 

一 一 

ドライブ（じ）< 



システム回復 
'オプション領域 


»作成データ* 
設定は消去 


ツールの復元1 


作成したデータ、設定した項目、インストールした 
アプ I 」ケーシヨンなどびすべて消去され、ご購入時 
のノくーテイシヨン、システム、アプリケーションび 
復元された状態にな0ます。 


手順8では、[ご購入時の状態に復元]をチェックして[次へ]ボタンをクリックしてください。「八ードディスクの内容は、 
すべて消去されます。」といラッセージび表示されまず。 


■パーティションサイズを指定して復元 ■ 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

A — ドディスクドライブ（じ）1；(かの領域区分（パーティション）と U カバ U —ツールの領域は消去され、1つの領域にな 
ります。この領域はそのままではドライブとして認識されず、使用することはできません。 U カバ U —後、「コント□-ル 
パネル」の「ディスクの管理」か5再設定を巧うと、再びドライブとして使用できるようになります。 

ディスクの管理 r 本章3-① -1 パーティションを設定する」 

U カバ U - を行ラと、作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去され、ご購入 
時のシステムやアプリケーションび復元された状態になります。 


リカバリーメディア 





ドライブに:）の 
サイズ変更が ■ 
できる 範囲 


システム回復 
オプション領域 

-—I—- 


ドライブに:） 


パーテイシヨンと 
リカバリーツールび 
消去された領域 


作成データ* 

設定は消ま 

手順8では、次の操作を行ってください。 

①[パーティションサイズを指定して復元]をチェックする 

③に：ドライブのサイズ]をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライブ〔じ)）のサイズを指定する 
感[次へ]ボタンをク U ックする 

「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 


リカバリ-後、 

八°ーテイシヨンの 
再設定が必要 


I その他のリカバリーメニューについて 



因陳買つたとをの状態に戻すには—リカバリ II 


が 



































リカ八リーをしたあとは 


U カバリー後は必要に応じて、インターネットやメールの再設定、ウイルスチェックソフトの設定や更新などび必要です。 


①パーティションをを更してリカバリーをした場合 


バーテイシヨンの設定を変更して1」カバ U — をした場合のみ、巧の ri バーテイシヨンを設定する」の操作を行ってください。 

m ! v °- テイシヨンを設定する - 

ノてーテイシヨンの設定を変更して U カバ U —をした場合は、1」カバ U -後ずみやかに巧の設定を行ってください。 



パーテイシヨンを設定するにあたって 


• Windows の「ディスクの管巧」を使用すると、ボ U ユームびないプライマ IJ バーティシヨンび表示されます。 この)'(ーティ 
シヨンには I 」カバ I 」一（再セットアップ）ずるためのデータび保をされていますので、削除しないでください。削除した 
場合、1」カバ IJ — はでさなくなりまず。 


1管理ちユーザーアカウントで□グオンずる 

2 [スタ-卜]ボタン （®) 一 [コント□-ルパネル]をクリックずる 

3 [を a システムとセキュ U ティ]一[を三管理ツール]をクリックずる 

4 [国 f コンピューターの管巧]をダブルクリックずる 
5画面左側の [ ti ^ ディスクの管理]をクリックずる 

設定していないパーティションは[未割り当て]と表示されます。 

6 [ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちク U ックする 

7 表示されるメニューか5 [新しいシンプルボリューム]をクリックずる 

[新しいシンプルボリュームウィヴー円び起動します。 

8 [次へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定する 

巧の項目を設定しまず。 

-ボ U ュームサイブの指定 
-ドライブ文字またはバスの割り当て 
-バーティションのフォーマット 
-ファイルシステム 
-ア□ケーションユニットサイズ 
-ボ1」 ュー ムラべル 
-クイックフォーマット 
-ファイルとフォルダーの圧縮 

9設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックずる 

フォーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳しくは、「コンピューターの管理」のヘルプを参照してください。 


【ヘルプの起動】 

①[コンピューターの管理]画面のメニューバーか5 [ヘルプ]一[トピックの検索]をク U ックする 













3 リカパリーをしたあとは 


②〇け ice 製品の再インストールとライセンス認証 


* 日 ffice 搭載モデルのみ 

Microsoft ® 日 ffice Personal 2010 または Micr 日 soft ® 日 ffice H 日 me and 巨 usiness 2010 化(下、 日 ffice 製品）は、 
U カバ U —後に、本製品に付属のパッケージか5再インス!-ールする必要びあります。 

再インストール方法は、『パッケージに付属の説明書』を確認してください。 

再インストールした體、ライセンス認証び必要です。 


③バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした記録メディアからデータを読み込んでくださし、。 






_J 

ァプリトションを再ィンストルする 


本製品にプレインス I -ールされているアプ U ケーションは、一度削除してしまってを、必要なアプ U ケーションやドライバー 
を指定して再インス I -ールすることびでさます。 

アプ U ケーションによっては、再インス!-ール時に I □番号などび必要です。あらかじめ確認してか日、再インストールす 
ることを推奨します。 

同じアプ U ケーションびすでにインス!ルされているときは、コント□ールパネルの「プ□グラムのアンインス I ル」 
または各アプ U ケーションのアンインス I ルプ□グラムを実行して、アンインストールを巧ってくださし、。 

アンインス!ルを行わずに再インス!ルを実行すると、正常にインス!ルでをない場をびあります。ただし、上記の 
どの方法でもアンインス!-ールび実行できないアプリケーションは、上書きでインス!-ールしても問題ありません。 

中操作手順- - - - - 


1 [スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再インス!ル]をクリッ 
クずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

アプリケーションやドライバーのセットアップメニュー画面び表示されます。アプリケーションやドライバーのセット 
アップメニューは、カテゴ U ごとのタブに分かれています。 

初めて起動したときは、[ドライバー]タブび表示されています。タブをク U ックして再インス!ルしたいアプ U ケー 
ションを探してください。 

画面左側にはアプリケーションの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプリケーションの説明び書かれていまずので、よくお読みください。 

3 画面左側のアプリケーション名を選択し、画面も側の [ rxxx 」 のセットアップ]をクリックずる 

「 XXX 」にはアプ U ケーション名び入ります。 

選択した^ニューによっては別の言葉び表示されます。説明文の下の、下線び引かれている言葉をク U ックしてください。 

4 表示されるメッセージに従ってインストールを巧う 

[ファイルのダウン□ード]画面び表示された場合は、[実巧]ボタンをクリックしてください。 
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4 章 


廃棄/譲渡について 


CT<rT< 


パソコン本体を捨てるときや人に譲るときの処置に 
ついて、知っておいて欲しいことを説明していまず。 


1捨てるとを/人に譲るとき 


已〇 












V 


J 



捨てるとを/人に譲るとを 


□□ お客様登録の削除について 

• ホームページか5削除する 

東芝の ( TID ) をお持ちの場含はこち5か日お願いします。 
①インターネットで 「 http :// 「日 om ] 日 48. jp /」 へ接続 
する 

©[□グイン]ボタンをク U ックする 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場をは、内 
容を確認し、[日阿ボタンをク1」ックしてください。 

③[東芝の （ TID )] と[パスワー问に入力し、[□グイン] 
ボタンをク U ックする 
お宮様専用ページに□グインします。 

® ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
障録情報変更^ニュー]画面び表示されまず。 

⑥[退芸]をク1」ックし、登録を削除する 
※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は、「登録情 
報変更メニュー」で商品削除を行ってください。 

※下のを退会されますと、阿1叩1日4引での TID 芸員 
メニュー、およびポイントサービスなどちご利用いた 
だけなくなりますので、あ5かじめご了承ください。 

参電話で削除する 

「東芝の事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

•東芝の事務局（お客様情報変更） 

TEL : 〇已 70- 日 9-1 日48 (ナビタ’イヤ J レ） 

受付時間： ] 日:日日〜17:日日 

(± ■曰、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームぺージや電話番号は、お客様登録の巧 

容変更や削除に関するお問い合わせ窓口です。 

技術的なご相談や修理に関するお問い合わせは、『東芝 PC 

サポートのご案内』を確認してくださし、。 

また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』 

を参照して < ださし、。 

ぶ3 メモ 

• 法人のお客様の場合は、□グインで表おされる画面び異 
な0ます。登録情報の変更および退芸は「登録情報変更」 
のメニューで、ご自身で行っていただくことびでさます 
び、商品の削除びでをませんので、その場合は東芝 I □事 
務局までお電話でご連絡くださいますよラお願いいたし 
ます。 

詳しくは、次のホームページを参照してください。 

URL : https :// 「日日 m ] 日 48. jp / onetoone / inf 日/ 
business.htm 


ran n - ドディスクの内容をずべて消去ずる 

パソコン上のデータは、削除操作をしても実際には残って 
います。普通の操作では読み取れないよラになっています 
び、特殊な方法を実行すると削除したデータでち再現でき 
てしまいます。そのよラなことびできないよラに、パソコ 
ンを廃棄または讓渡する場合など、他人に見5れたくない 
データを読み取れないよラに、消去することびでさます。 


システム回復 
オプション領域 


(八ードディスクの U カバ U —ツールを使用する場を） 

なお、八ードディスクに保をされているデータやプ□グラ 
ムなどはすべて消失します。パーティションを消失します。 
これらを復元することはでさませんので、ミ主意してください。 

I 操作手順 _ 

ノ V — ドディスクの内容を削除するには、八ードディスクの 
1」カバ1」ーツール、作成した I 」カバ I 」ーメディア、付属の 
1」カバ1」一 DVD-ROM (付属しているモデルのみ）を使用 
します。 

ノ V — ドディスクの I 」カバ IJ ーツールを使用すると、八ード 
ディスク内のデータはすべて消去されまずび、 U カバ U — 
ツールは残ります。 

作成した I 」カバ I 」ーメディアや、付属の U カバ U — 
DVD - ROM を使用すると、八ードディスク内のデータと共 
に I 」カバ I 」ーツールち消去されまず。 

【ハードディスクの U カバ IJ- ツール占、 6 行 5 方法】 

1 バソコンの電源を切る（シャットダウン） 

2 AC アダプターと 電源 コー ドを接続ずる 

3 キーボードの垣](ゼロ）キーを巧しなび5電源 
スイッチを巧し、製品□ゴ画面び表示された5 
指をはなす 

* テンキー搭載モデルの場を、テンキーの CE1 (ゼ □) キーを 
使用しないで < ださい。 

必ず、平仮名の「わ」び刻印されているキーを使巧してく 
ださい。 

各種パスワードを設定している場含は、パスワードの 
入力をラなびす^ッセージび表示されます。パスワー 
ドを入力して 〔 ENTER ) キーを押してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

•0 S のタイプを選択する画面が表をされた場合 
[次へ]ボタンをク U ックしてください。 

4 画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリック 
ずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 




八ードディスク 
ドライブの 
データを 
すべて消去 


ドライブ（じ） 
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1 捨てるとを/人に譲るとき 


5 [八ードディスク上の全データの消ち]をチ ェッ 
クし、[巧へ]ボタンをク U ックする 

消去方まを選択する画面び表示されます。 

6 目のに合わせて、[標準データの消去]または[機 
密データの消去]をチェックし、[巧へ]ボタン 
をクリックずる 

通甫は[標準データのミ肖去]を還おしてください。デー 
夕を読み取れなくな0ます。 

より確実にデータを消去するためには、[機密データの 
消去]を運択して<ださい。数時間かか0ますび、デー 
夕は消去されます。 

[データの消去を開始します。]画面び表示されます。 

7 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ッ 
クしてください。 

[次へ]ボタンをクリックすると、消去び実行されます。 
消まび完了すると、終了画面び表示されます。 

8 [終了]ボタンをクリックずる 

【 U カバ U - メディアや、付属の IJ カバ IJ - DVD - ROM か 
5行ラ方法】 

* ここでは、 U カバ U - メディアを使用した場合について 
説明します。 

外付けの DV □ドライブ（まち製オプション）を使用して、 
□ VD の U カバ IJ — メディアや、付属の U カバ U — 
DVD - ROM を使用する場合は、あ日かじめ DVD ドライブ 
を接続して < ださし、。 

接続方法 『 DVD ドライブに付属の説日月書 J 

1 AC アダプターと 電源 コー ドを接続ずる 

2リカバリーメディアをセットして、パソコンの 
電源を切る 

U カバ U —メディアび複数枚ある場合は、「メディア1 」 
占、!5セットしてくださし、 

USB フラッシュメモ U の場合は USB コネクタに差し 
込んでください。 

3 [ EH ] キ-を巧しなが6電源スイッチを巧し、製 
品□コ画面び表示された6指をはなず 
または、 

電源スイッチを巧し、製品□ゴ画面が表示され 
ている間に£1^キーを数回巧ず 

各種パスワードを設定している場合は、バスワードの 
入力をうなびずメッセージび表示されまず。パスワー 
ドを入力して （ ENTER 片一を巧してください。 


4 表示されたアイコンまたはメニューの中か50 
[3 キ-または mcD キ-で起動ドライブを選 
択し 、 [ENTER ] キーを巧ず 

選択する項目は、次のよ5になりまず。 

本製品のドライブ 

:ドライブをおす項目 
([ ODD ]、[ CD / DVD ] など） 

* ドライブ搭載モデルのみ 
か付けの DVD ドライブ 

: DVD ドライブを示ず項目 
([ CD / DVD ]、[ USB ]、[ US 目 CDR 日 M ]、 
[USB ODD ] など） 

US 巨フラッシュメモ U 

: USB フラッシュメモ U を示す項目 
([ USB]、[USB Memory ] など） 

5 [TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし、 
[次へ]ボタンをクリックずる 

メッセージ画面び表示されます。 

•0 S のタイプを選択する画面が表示された場合 
[次へ]ボタンをク U ックしてください。 

1;^降は、本項の「八ードディスクのリカバリーツール 
か5行う方効の手順4を参照してください。 

Itpm の巧客を消’モずる_ 

本 TPM 搭載モデルのみ 

TPM を使巧している場含、八ードディスクドライブだけで 
なく、 TPM 内部のデータを削除する必要びあります。登録 
情報など、セキュ U ティに関する重要な情報び含まれるた 
め、必ずデータを削除してください。 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 
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リカバリー(再セットアップ）チェックシ■卜 




1」カバ U — は、本ページをコピーするなどして、巧の項目を順番にチェックしなび5実行してください。 

本ページに記載されている各チェック項目の詳細は、「3章買ったときの状態に戻すには」で説明しています。 


①リカバリーをする前にお認すること 


□ ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□ セーフモードで起動でさるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 

□『取扱説明書』や《オンラインマニュアル》をご覧になり、ほかのトラブル解消方法を探してみる 
□ システムの復元で政前の状態に復元する 


( D リカバリーをはじめる前にしておくこと 


□①準備ずるもの 

□ 『セットアップガイド』（本書） □ 『取扱説明書』 

□この U カバ U —チェックシートをコピーしたちの 

□ リカバリー方ディア（作成した U カバ U —メディアか5リカバリーする場合） 

□ リカバリー DVD-ROM (付属しているモデルの場含） 

□ @必要なデータのバックアップをとる 

バックアップをとることびできる場合は、とっておいてください。リカバリーをすると、購入禮に作成したデータはす 
ベて消失します。 

□ ドキュメントの データ 
□ 購入後にデスクトップに保存したデータ 
□ インターネットエクスプ□ーラーのお気に入り 

□ メール送受信データ 

□ メール アドレス帳 

□ プレインス I -ールされているアプ U ケーションのデータやファイル 
□ 購入後にインス I -ールしたアプ U ケーションのデータ 
□ 購入後に作成したフオルダーやファイル 

□感アプリケーションのセットアップ用のメディアを確認ずる 

購入懐にインス!-ールしたアプ U ケーションなどは、 U カバ U —後にインストールする必要びあります。 リカバリーした 
直後は、お客様びインス!-ールしたソフトなどは復元されません。ご購入されたメディアなどか5再度インス!-ールして 
ください。また、モデルによっては、 U カバ U — 後に riVHcmsoft 日 ffice 」 のインス! -- ルび必要です。 

□ ® 各種設定を確認ずる 
□⑥あ目かじめ、音量を調節ずる 

□ ® 無線 LAN 機能が ON であるか確認ずる 
□ ⑦周辺機器をずベて取りはずず 


③リカバリー（再セットアップ）の流れ 


U カバリーをする場合は、次のような流れで作業を行ってください。 


□①リカバリー（再セットアップ） 

□ ® ウイルスチェックソフトのインス I ル* 

□ ® 日 ffice 製品のインス I -ール* 

□ ©周辺機器（マウス-メモ U • プ U ンターなど）を取り付けて、設定する 

□ ©インターネットや方ールの設定 

□ 愈ウイルスチェックソフトの設定と更新 
□ ⑩ Windows Update 
□ 愈アプ U ケーションのインス I -ール 

□ 感データの復元 * 必要なモデルの場合 
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